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﹈
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資
料
「
日
記
帳
」（
明
治
二
〜
三
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
堀
道
生*

・
秋
田
古
文
書
同
好
会

一　

解
題

本
史
料
は
、
雄
勝
郡
三
又
村
（
秋
田
藩
領
、
湯
沢
市
駒
形
町
三
又
）
の
日

記
帳
で
、
秋
田
県
立
博
物
館
所
蔵
茂
木
久
栄
家
資
料
の
一
部
で
あ
る
。
本
誌

四
十
三
・
四
十
五
・
四
十
六
・
四
十
八
号
に
、
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
か
ら
明
治
元

年
（
一
八
六
八
）
ま
で
の
記
事
を
載
せ
た
の
に
続
き
、
本
号
で
は
明
治
二
年
か
ら
三

年
四
月
ま
で
の
記
事
を
収
録
し
た
。こ
れ
を
も
っ
て
本
日
記
帳
の
翻
刻
は
完
了
す
る
。

解
読
は
秋
田
古
文
書
同
好
会
の
田
中
理
榮
子
、
保
坂
佳
子
、
伊
藤
茂
、
鎌
田
幸
男
、

大
門
丈
士
、
高
橋
三
雄
、
柏
谷
勉
、
齋
藤
正
庸
、
目
黒
勵
、
日
高
輝
美
、
幡
宮
明
貞
、

伊
藤
美
亜
、
熊
谷
清
貴
、
鈴
木
倫
子
、
青
山
英
子
の
各
会
員
、
翻
刻
デ
ー
タ
の
入
力

は
柏
谷
会
員
、
解
読
指
導
と
解
題
執
筆
は
新
堀
が
担
当
し
た
。

戊
辰
戦
争
の
戦
場
と
な
っ
た
秋
田
藩
領
で
は
、
村
々
か
ら
明
治
元
年
の
年
貢
減
免

を
訴
え
る
声
が
あ
が
っ
た
。
記
事
№
163
〜
167
は
明
治
元
年
分
の
年
貢
米
の
算
定
書
で

あ
る
。
藩
に
納
付
さ
れ
る
年
貢
二
七
一
石
余
に
つ
い
て
は
、軍
事
助
成
米
一
四
石
余
、

兵
火
焼
失
助
成
米
一
八
石
余
、
毛
引
四
二
石
余
が
差
し
引
か
れ
て
お
り
、
二
八
％
の

年
貢
減
免
の
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

№
162
に
み
る
よ
う
に
、
三
又
村
の
戦
時
の
人
馬
提
供
は
人
足
一
三
〇
〇
人
、
馬

四
〇
〇
匹
以
上
に
の
ぼ
り
、
供
出
し
た
人
馬
・
物
資
の
代
銭
の
総
額
は
銭
三
九
一
〇

貫
四
〇
〇
文
に
達
し
た
（
前
号
記
事
№
148
）
が
、
そ
れ
に
見
合
っ
た
給
付
が
行
わ
れ

た
形
跡
は
な
い
。

秋
田
藩
の
年
貢
は
当
高
の
六
〇
％
を
徴
収
す
る
の
が
基
本
だ
が
、
実
際
に
納
め
る

年
貢
量
は
そ
れ
を
上
回
っ
て
い
た
。
こ
の
日
記
帳
で
慶
応
元
年
か
ら
明
治
元
年
ま
で

の
例
を
見
る
と
、
給
人
差
上
高
（
知
行
借
上
に
よ
り
年
貢
が
藩
に
納
付
さ
れ
る
給
人

知
行
高
）
の
年
貢
は
、
七
七
％
（
明
治
二
年
は
七
六
・
五
％
）
を
取
り
集
め
て
い
る
。

た
と
え
ば
№
186
は
明
治
元
年
分
の
給
人
差
上
高
に
か
か
る
年
貢
米
、
五
斗
米
、
五
斗

米
の
運
送
米
、
辛
労
免
借
上
米
の
上
納
の
過
程
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
冒

頭
に
み
え
る
一
六
六
・
五
〇
八
石
（
給
人
差
上
高
の
年
貢
）
は
、
高
の
七
六
・
五
％

に
あ
た
る
（
№
167
付
箋
３
参
照
）。

な
ぜ
六
〇
％
で
は
な
く
七
七
％
な
の
か
、
他
の
史
料
に
次
の
よ
う
に
あ
る
（
当
館

蔵
・
茂
木
宏
太
郎
家
資
料
三
〇
〇
二
「
願
書
控
品
々
集
艸
」）。

一
、
当
高
壱
石
ニ
付
、
村
取
立
七
斗
七
升

一
、
同
壱
石
ニ
付
、 

屋
敷
納
米
五
九
ノ
二
へ
壱
か
ん
ニ
而
、

六
斗
五
升
壱
合
弐
勺
　
是
ヲ
六
五
壱
弐
と
云

　
　
　 

但
し
村
取
立
七
斗
七
升
よ
り
六
斗
五
升
弐
合
引
残
、
壱
斗
壱
升
八
合

之
所
、
運
賃
・
蔵
敷
米
ニ
成
ル
も
の
な
り

す
な
わ
ち
、給
人
に
上
納
さ
れ
る
年
貢
で
あ
る
屋
敷
納
米
は
、当
高
一
石
に
つ
き
〇
・

五
九
二
石
で
、
こ
れ
は
押
升
で
あ
る
た
め
、
一
割
を
加
え
た
軽
升
〇
・
六
五
一
二

石
に
、
さ
ら
に
運
賃
・
蔵
敷
米
と
し
て
○
・
一
一
八
石
を
加
え
る
の
で
、
村
で
取

り
集
め
る
の
は
〇
・
七
七
石
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
な
お
「
五
九
ノ
二
」
と
は
、
年

貢
率
六
〇
％
に
定
率
の
引
米
等
を
加
減
す
る
と
五
九
・
二
％
と
な
る
た
め
、
便
宜
上

五
九
・
二
％
で
計
算
す
る
こ
と
が
よ
く
行
わ
れ
る
。

右
の
よ
う
に
、
七
七
％
（
七
六
・
五
％
）
と
い
う
上
乗
せ
徴
収
は
、
軽
升
に
換
算

し
運
賃
・
蔵
敷
米
を
加
え
る
た
め
と
三
又
村
で
は
解
釈
し
て
い
た
。
も
っ
と
も
、
№

186
を
見
る
と
、
運
賃
・
蔵
敷
米
と
し
て
支
出
さ
れ
た
様
子
は
見
え
ず
、
上
乗
せ
分
が

ど
う
処
理
さ
れ
る
か
は
村
が
関
知
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
。
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表 1　三又村の給人差上高、知行高
安政6.10
差上高帳

慶応1.10
差上高帳

慶応3.10
差上高帳

明治1.12
差上高帳

明治2.10
毛引願書

差上高（石） 差上高（石） 差上高（石） 差上高（石） 知行高（石） 差上高（石） 屋敷納（石） %
小野崎慶之助

（慶応1 〜三郎） 18.792 43.792 43.792 49.224 49.224 44.224 5.000 10%

菊地時之進 5.317 0.317 0.391 11.000 16.440 11.000 5.440 33%
軽部助蔵 8.000 7.000 7.499 10.000 
山崎運助 3.432 6.047 5.051 6.047 10.100 5.018 5.082 50%
渡部藤治 2.983 3.579 3.579 3.579 5.000 3.579 1.421 28%
二葉官太 3.659 6.659 
真崎弥三郎 2.726 10.662 10.710 10.730 29.725 10.728 18.997 64%
豊田十四郎 0.400 1.210 7.242 7.242 9.514 7.242 2.272 24%
江尻国之助 1.464 1.464 1.464 1.464 
深谷政治 1.853 0.928 
岡田清之進 2.000 2.558 5.049 5.049 
棚谷八十治 2.960 2.965 2.970 2.972 
佐藤宇市 1.182 2.072 2.072 100%
林三隆 24.000 23.000 23.258 23.258 36.224 23.121 13.103 36%
遠山理助 27.222 27.222 27.332 27.386 37.332 17.500 19.832 53%
介川作美

（慶応1 〜明治1敬之進） 11.794 11.794 11.807 11.807 15.190 11.807 3.383 22%

粕谷藤太 5.700 4.472 7.000 7.000 12.412 3.000 9.412 76%
曲田杏林 2.250 4.000 4.000 5.000 5.000 3.000 2.000 40%
川又六右衛門 0.112 0.112 0.112 0.112 
高山祐蔵 0.287 
完戸勘四郎 0.120 0.120 0.120 0.220 
後藤小早人 15.000 16.152 20.847 40.847 44.014 35.000 9.014 20%
後藤忠兵衛 0.500 3.000 3.000 3.000 8.041 3.000 5.041 63%
清水東八 1.684 1.684 1.684 1.712 
月居桂 0.282 0.282 0.282 0.282 
太田易五郎 2.300 3.696 3.696 3.696 
中村竜助 60.906 59.024 59.024 59.024 
泉恕助 1.000 2.000 7.000 7.000 
須田内記 0.077 0.077 0.077 0.077 
箭田野新右衛門 2.166 4.500 4.400 4.400 
鈴木惣左衛門 0.034 0.034 0.034 0.034 
斎藤佐太夫 2.725 4.421 4.421 4.421 
須田伝八郎 2.830 2.830 
竹貫織之助 6.506 6.374 6.374 11.832 4.322 7.510 63%
佐藤六郎（明治1六右衛門） 4.220 4.220 4.220 4.220 100%
後藤源蔵 7.485 7.485 7.485 10.147 7.485 2.662 26%
大縄織衛 1.591 1.591 1.591 10.400 
上遠野民部 2.298 
田中広馬（明治2主馬） 12.000 12.000 12.650 12.000 0.650 5%
藤本為八 2.000 2.000 
今宮大学 0.062 
関重右衛門 4.000 

① 小計 212.927 270.744 295.291 347.045 319.137 219.085 100.052 31%
② 出米（①の59.2％） 126.053 160.28 174.812 205.451
③ 　毛引 16.872 42.693
④ 　上り知年貢過剰分 0.15 33.904
③ 残米（②-③-④） 109.181 174.662 128.854
④ 此当高（③÷59.2％） 184.427 270.744 295.037 217.66
⑤ 出米（取集高） 142.009 208.473 227.178 166.508

〈対④比〉 77% 77% 77% 76.5%
典拠：安政 6 ＝茂木久栄家資料 3034「諸願書上帳」、慶応 1 〜明治 2 ＝同 3020「日記帳」
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珍
し
い
も
の
と
し
て
は
、
村
内
の
給
人
知
行
高
が
分
か
る
記
事
が
あ
る
（
記
事
№

189
）。
給
人
知
行
の
史
料
は
豊
富
で
は
な
く
、
こ
の
機
会
に
他
の
年
度
の
給
人
差
上

高
も
あ
わ
せ
、
表
１
に
掲
げ
た
。

表
に
よ
り
明
治
二
年
の
知
行
高
を
見
る
と
、
各
給
人
が
三
又
村
に
有
す
る
知
行
地

は
二
〜
四
九
石
、
屋
敷
納
の
比
率
は
五
〜
一
〇
〇
％
と
様
々
で
あ
る
。
差
上
高
は
、

給
人
の
意
向
や
藩
の
精
査
を
受
け
て
、そ
の
年
ご
と
に
決
定
さ
れ
る
も
の
だ
っ
た（
№

194
注
２
参
照
）
が
、
実
際
、
表
に
よ
れ
ば
差
上
高
は
頻
繁
に
変
動
し
、
安
政
六
年
か

ら
明
治
元
年
ま
で
変
動
し
な
か
っ
た
の
は
五
例
し
か
な
い
。
№
189
・
194
に
よ
る
と
、

そ
の
年
の
差
上
高
に
つ
い
て
、
村
の
者
が
給
人
や
藩
の
役
人
の
も
と
を
訪
ね
て
確
認

す
る
こ
と
も
あ
り
、
確
認
後
に
変
更
さ
れ
て
し
ま
い
困
惑
す
る
よ
う
な
事
態
も
起
き

て
い
る
。
多
く
の
給
人
を
相
手
に
、
毎
年
間
違
い
な
い
よ
う
上
納
額
を
確
認
す
る
の

は
、
苦
労
が
多
か
っ
た
も
の
と
察
せ
ら
れ
る
。

　
　
　
凡
　
例

○
検
索
の
便
の
た
め
【
　
】
に
記
事
番
号
と
見
出
し
を
記
し
た
。

○
史
料
中
の
用
語
に
つ
き
適
宜
注
釈
を
施
し
、
各
記
事
の
後
に
掲
げ
た
。

○
読
解
の
便
の
た
め
読
点
を
加
え
た
。

○ 

旧
字
・
異
体
字
は
通
用
の
字
体
に
改
め
、
変
体
仮
名
の
「
は
」
は
平
仮
名
に
、

「
よ
り
」
な
ど
の
合
字
は
平
仮
名
に
改
め
た
。

○ 

差
出
人
に
押
印
が
あ
る
場
合
は
「（
印
）」
と
記
し
た
。

○ 

誤
り
と
思
わ
れ
る
字
は
そ
の
ま
ま
記
し
、
傍
注
の
丸
括
弧
内
に
「
マ
マ
」
と
記

す
か
、
正
し
い
と
思
わ
れ
る
字
を
記
し
、
疑
問
が
残
る
も
の
は
「
カ
」
と
付
記

し
た
。

○
衍
字
は
右
側
に
「（
衍
）」、
抹
消
さ
れ
た
字
は
左
側
に
「
〃
」
と
記
し
た
。

○
欠
字
は
一
字
あ
き
で
示
し
た
。

○
判
読
不
能
の
文
字
は
□
で
、
字
数
不
明
の
場
合
は
﹇
　
﹈
で
示
し
た
。

○
表
紙
・
貼
紙
は
鉤
括
弧
で
示
し
、「（
貼
紙
）」
な
ど
と
傍
注
を
付
し
た
。

№

事
項

年
月

明
治
2
年

161

兵
火
焼
失
者
持
高
書
上

1
月

162

戦
時
提
供
物
資
・
人
馬
及
び
焼
失
建
物
書
上

1
月

明
治
元
年

163

上
り
知
蔵
入
高
米
積
帳

12
月

164

撫
育
備
高
米
積
帳

12
月

165

郡
方
備
高
米
積
帳

12
月

166

五
斗
米
高
帳

12
月

167

給
人
差
上
高
積
帳

12
月

明
治
2
年

168

人
差
売
上
米
請
書

2
月

169

吉
祥
寺
出
兵
有
無
に
つ
き
届

2
月

170

吉
祥
寺
開
山
名
届

2
月

171

室
屋
株
譲
渡
許
可
願
書

172

損
馬
取
片
付
届

4
月

173

困
窮
に
つ
き
扶
助
願
書

4
月

174

人
別
送
一
札

4
月

175

橋
掛
替
用
杉
木
拝
領
願
書

5
月

176

杉
木
拝
領
願
書

5
月

177

漆
木
拝
領
願
書

5
月

178

風
折
杉
木
伐
採
許
可
願
書

5
月

179

漆
盛
木
届

5
月

180

五
斗
米
有
高
届

5
月

181

五
斗
米
有
高
届

5
月

182

境
口
通
行
許
可
願
書

7
月

183

人
差
・
郷
符
売
上
米
免
除
願
書

8
月

184

漆
木
拝
領
願
書

8
月

185

漆
木
盛
木
届
書

6
月

186

給
人
差
上
高
年
貢
・
五
斗
米
の
納
方
覚

187

毛
見
願
高
明
細

9
月

188

八
ケ
村
宿
入
料

189

給
人
屋
敷
納
分
毛
引
願
書

10
月
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№

事
項

年
月

190

上
り
地
蔵
入
高
米
積
帳
　

10
月

191

撫
育
備
高
米
積
帳

10
月

192

郡
方
備
高
米
積
帳

10
月

193

五
斗
米
高
帳

10
月

194

差
上
高
振
替
願
書

11
月

195

五
升
備
米
員
数
の
届

11
月

196

調
達
米
割
合
に
つ
き
届
書

11
月

197

三
又
村
石
高
・
租
税
・
戸
口
書
上

11
月

198

三
又
村
戸
口
修
正
願
書

12
月

明
治
3
年

199

吉
郎
兵
衛
困
窮
に
つ
き
救
助
願
書

1
月

200

洪
水
被
害
に
つ
き
扶
助
願
書

1
月

201

役
屋
へ
迷
惑
方
上
申
せ
る
事
実
な
き
旨
書
付

2
月

202

親
郷
選
定
の
趣
旨
に
つ
き
一
札

2
月

203

辛
労
免
高
・
覚
王
寺
領
書
上

1
月

204

極
窮
人
家
内
人
数
書
上

2
月

205

戊
辰
戦
争
の
軍
事
手
当
書
上

2
月

206

極
窮
人
手
当
書
上

2
月

207

人
差
売
上
米
上
納
高
書
上

3
月

208

多
兵
衛
印
形
使
用
不
能
の
理
由
に
つ
き
上
申

3
月

209

杉
木
拝
領
願
書

4
月

210

毛
引
の
勘
定
に
つ
き
覚

211

年
貢
米
受
取
小
手
形

211

年
貢
米
受
取
小
手
形

二　

翻
刻

【　

161　

兵
火
焼
失
者
持
高
書
上　
　

明
治
二
・
一　

】

　
　
　
　
乍
恐
以
書
附
奉
申
上
候

一
、
持
高
　
三
石
壱
斗
壱
升
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
源
太
郎

一
、
同
高
　
三
石
六
升
六
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
郎
兵
衛

一
、
同
高
　
九
斗
七
升
六
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甚
兵
衛

一
、
同
高
　
弐
石
四
斗
三
升
七
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
兵
衛

一
、
同
高
　
八
斗
九
升
六
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
兵
衛

一
、
同
高
　
弐
石
四
斗
五
升
七
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
助

一
、
持
高
　
三
石
九
斗
壱
升
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
左
衛
門

一
、
同
高
　
拾
壱
石
弐
斗
四
升
三
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孫
右
衛
門

一
、
同
高
　
四
石
七
斗
七
升
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孫
市

一
、
同
高
　
三
石
弐
斗
五
升
弐
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
右
衛
門

一
、
同
高
　
七
斗
弐
升
五
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仁
左
衛
門

一
、
同
高
　
弐
石
五
升
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
善
助

一
、
同
高
　
五
斗
弐
升
弐
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
兵
衛

一
、
持
高
　
五
斗
四
升
九
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
左
衛
門

　
　
　
　
合
拾
四
軒

右
之
通
兵
火
焼
失
之
者
持
高
書
上
仕
候
処
相
違
無
御
座
候
、
以
上

明
治
弐
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
又
村
肝
煎

　
　
巳
正
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
仮
担

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孝
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
村
長
百
姓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
太
郎

河
野
隆
之
進
殿
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（5）

【　

162　

戦
時
提
供
物
資
・
人
馬
及
び
焼
失
建
物
書
上　
　

明
治
二
・
一　

】

　
　
　
　
乍
恐
以
書
附
奉
申
上
候

一
、
当
高
　
五
百
三
石
九
斗
五
升
壱
合
　
　
　
　
　
　
三
又
村

一
、
家
数
六
拾
八
軒

〃

 
〃
〃
〃
〃
〃
〃

一
、
軽
升
（
１
）

七
拾
六
石
弐
斗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
升
備
（
２
）

　
　
　
　
　
　
内
五
十
四
石
　
　
蒸
粃
米
（
３
）

　
　
　
　
　
　
同
廿
弐
石
弐
斗
　
籾
三
十
七
石
但
し
六
合
引

一
、
家
数
　
六
拾
八
軒

一
、
人
数
　
三
百
六
拾
七
人

　
　
　
　
　
　
内
弐
百
人
　
　
　
男

　
　
　
　
　
　
同
百
六
十
七
人
　
女

一
、
持
馬
数
　
廿
弐
疋

　
　
　
　
　
　
内
七
疋
　
　
　
　
駄

　
　
　
　
　
　
同
拾
五
疋
　
　
　
駒

一
、
当
高
　
弐
百
七
拾
六
石
八
斗
八
升
四
合
　
去
辰
年
御
毛
見
願
高

一
、
郷
夫
　
六
百
三
十
弐
人
　
　
　
　
　
　
　 

右
は
御
軍
事
ニ
付
諸
方
ニ
御
召
使

ニ
相
成
候
分

一
、
郷
馬
　
七
十
九
疋
　
口
付
添
　
　
　
　
　
右
同
断

一
、
人
足
　
七
百
拾
四
人
　
　
　
　
　
　
　
　 

右
は
御
軍
事
ニ
付
諸
方
へ
被
召
使

候
分

一
、
馬
　
三
百
三
十
九
疋
　
　
　
　
　
　
　
　
右
は
右
同
断
諸
方
へ
被
召
使
候
分

一
、
米
　
拾
七
俵
弐
斗
八
升
　
　
　
　
　
　
　
右
は
兵
粮
米
分

一
、
草
鞋
　
七
拾
弐
足
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
は
御
軍
事
御
用
ニ
而
差
上
候
分

一
、
明
松
　
八
十
本
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
同
断
ニ
而
差
上
候
分

一
、
馬
沓
　
六
十
足
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
同
断

一
、
布
団
　
四
ツ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
同
断

一
、
家
　
拾
四
軒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

右
は
賊
乱
入
之
節
放
火
ニ
而
焼
失

仕
候
御
百
姓
ニ
御
座
候

一
、
土
蔵
　
弐
ツ

一
、
小
屋
　
三
ツ

右
之
通
り
取
調
被
仰
付
書
上
仕
候
処
相
違
無
御
座
候
、
依
而
乍
恐
以
書
付
奉
申

上
候
、
以
上

明
治
弐
年

　
　
巳
正
月
廿
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
又
村
肝
煎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
仮
担

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孝
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
村
長
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
太
郎

　
丹
生
加
門
殿

　
岩
屋
鉄
之
助
殿

右
之
通
り
東
福
寺
村
三
郎
兵
衛
殿
ニ
而
書
上
仕
候

（
１
） 

軽
升
は
押
升
（
本
廻
し
）
の
対
義
語
。
押
升
一
石
＝
軽
升
一
・
一
石
。「「
押
し
升
」
と
云
。

之
は
米
を
升
に
入
れ
十
分
押
し
て
計
り
立
て
る
も
の
な
れ
ば
な
り
。
然
る
に
此
法
に
て
受
取

る
と
き
は
甚
だ
手
数
な
る
を
以
て
、
之
に
一
を
掛
る
と
き
は
一
升
に
付
一
合
の
増
し
を
出
し

て
計
る
。
之
を
「
軽
升
」
と
い
う
。」（『
秋
田
沿
革
史
大
成
』
下
、
四
三
頁
、
か
な
は
原
文

カ
タ
カ
ナ
）。

（
２
） 

凶
作
に
備
え
る
名
目
の
穀
物
貯
蔵
。
一
石
に
五
升
あ
る
い
は
一
人
に
つ
き
五
升
を
備
え
る
こ

と
に
な
っ
て
い
た
（『
秋
田
県
史
』
三
、一
六
四
頁
）。

（
３
） 
長
期
保
存
の
た
め
蒸
し
て
乾
燥
さ
せ
た
砕
け
米
。「
五
升
備
・
・
・
蒸
籾
・
・
・
蒸
立
之
節

一
割
通
減
目
」（『
山
本
町
史
』
三
三
四
頁
）。「
凶
荒
備
と
し
て
蒸
粃
其
他
金
員
を
年
々
積
立

て
」「
一
反
歩
に
付
粃
一
升
宛
凶
作
の
備
ひ
と
す
、
こ
れ
を
蒸
し
お
き
、
古
き
小
社
を
買
入

れ
寄
付
し
て
こ
れ
に
収
め
た
り
」（
石
川
理
紀
之
助
「
適
産
調
要
録
」『
明
治
大
正
農
政
経
済

名
著
集
』
一
四
）。
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（6）

【　

163　

上
り
知
蔵
入
高
（
１
）
米
積
帳　
　

明
治
元
・
十
二　

】

　
　
　
　
雄
勝
郡
三
又
村
上
り
地
御
蔵
入
高
御
米
積
帳

一 
当 
高
壱
石
三
斗
三
升
六
合
　
　
　
　
　
　
　
　
三
又
村

内
弐
斗
四
升
　
　
　
荒
・
川
欠
跡
よ
り

同
九
斗
三
合
　
　
　
当
村
七
郎
兵
衛
・
伊
兵
衛
へ
被
下
候
辛
労
免
高

　
〆

残
り
高
　
壱
斗
九
升
三
合

　
此
御
物
成
六
ツ
納
　
壱
斗
壱
升
六
合

一
、
高 

弐
升
弐
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
同
村
別
水
御
開

此
物
成
六
ッ
納
壱
升

　
　
　
　
口
米
〆
四
合

（
付
箋
）

「
　
　
　
右
米
合
　
壱
斗
三
升

　
　
　
　
　
　
此
払

三
合
　
　
諸
役
代
銀
壱
厘

四
合
　
　
五
役
代
銀
弐
分
三
厘
　
肝
煎
免

五
斗
四
升
六
合
　
　
　
　
焔
硝
方
御
賄
手
形

拾
四
石
九
斗
壱
升
七
合
（
２
）

御
軍
事
御（
助
成
）成

米
廿
五
石
壱
斗
九
升
八
合
分

拾
八
石
五
斗
六
升
四
合
　
兵
火
焼
失
御
助
成
拾
四
軒
分

拾
石
七
斗
八
升     

　
焼
失
仮
小
屋
御
成（
助
成
）助

十
四
軒
之
分

（
頭
註
）

「
焼
失
仮
小
屋
之
儀
ハ
駅
場
村
ニ
無
□
不
被
下
よ
し
御
引
﹇
　
﹈
成
候
　
」

　
　
　
〆
四
十
四
石
八
斗
壱
升
四
合

差
引
四
十
四
石
六
斗
八
升
四
合
過
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

（
付
箋
上
の
付
箋
）

「
　
　
　
　
　
〆
三
拾
四
石
三
升
四
合

　
差
引
三
拾
三
石
九
斗
四
合
（
３
）　
過
上

　
　
　
　
　
但
し
御
差
上
よ
り
引
落
　
　
　
　
」

（
付
箋
下
）

「
　
　
　
　
三
合
　
諸
役
代
銀
　
五
匁
壱
厘
　
　
二
五
九
四
一
二
ノ
カ
ケ
（
４
）

　
　
　
四
合
　
肝
煎
免

　
　
　
五
合
　
道
通
米

　
　
残
り
米
　
壱
斗
八
合

一
、
高
弐
升
弐
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
同
村
別
水
御
開

　
　
　
　
　
此
御
物
成
四
ツ
五
分
納
　
壱
升

　
　
　
　
　
引
米
な
し
　
　
五
役
代
銀
　
一
〇
三
一
一
二
ノ
カ
ケ

右
米
合
壱
斗
壱
升
八
合

　
内
弐
斗
七
升
三
合
　
　
焔
硝
方
御
賄
三
斗
引
米
分

差
引
壱
斗
五
斗
五
升
五
合
　
過
上

　
　
　
　
御
差
上
米
よ
り
差
引
ニ
成
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

右
之
通
り
ニ
御
座
候
、
以
上

　
元
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
又
村
肝
煎

明
治
弐
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
助

　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
仮
担

辰
十
二
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孝
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
村
長
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
太
郎

戸
嶋
栄
太
殿

（
1
）
給
人
知
行
地
が
藩
に
回
収
さ
れ
蔵
入
地
と
な
っ
た
高
。

（
2
） 

軍
事
助
成
米
は
一
〇
〇
石
に
つ
き
五
石
の
割
で
計
上
さ
れ
（
№
205
）、
三
又
村
の
村

高
五
〇
三
・
九
五
一
石
（
№
166
）
で
は
高
二
五
・
一
九
八
石
と
な
る
。
こ
れ
に
年
貢
率

五
九
・
二
％
を
か
け
た
値
が
標
記
の
一
四
・
九
一
七
石
。

（
3
） 
年
貢
高
か
ら
右
記
の
引
米
（「
此
払
」）
を
差
し
引
い
た
結
果
生
じ
た
超
過
分
。
後
掲

の
記
事
№
167
に
よ
る
と
、
こ
の
超
過
分
は
給
人
差
上
高
に
か
か
る
年
貢
か
ら
差
し
引

い
て
処
理
し
た
。
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（7）

（
４
）
残
り
高
一
斗
九
升
三
合
×
二
五
・
九
四
一
二
＝
五
匁
一
厘

【　

164　

撫
育
備
高
米
積
帳　
　

明
治
元
・
十
二　

】

　
　
　
　
雄
勝
郡
三
又
村
御
撫
育
御
備
高
御
米
積
帳

一
、
当
高
九
斗
六
升
五
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
又
村

　
　
此
御
物
成
六
ツ
納
五
斗
七
升
九
合

　
　
　
　
口
米
壱
升
弐
合

右
米
合
五
斗
九
升
壱
合

　
　
此
払

　
壱
升
九
合
　
諸
役
代
銀
廿
五
匁
三
厘

　
壱
升
壱
合
　
肝
煎
免

残
り
米
五
斗
六
升
壱
合

右
之
通
り
御
座
候
、
以
上

　
　
元
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
又
村
肝
煎

明
治
弐
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
助

　
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
仮
担

　
辰
十
二
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孝
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
村
長
百
姓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
太
郎

戸
嶋
栄
太
殿

【　

165　

郡
方
備
高
米
積
帳　
　

明
治
元
・
十
二　

】

　
　
　
　
雄
勝
郡
三
又
村
郡
方
御
備
高
御
米
積
帳

一
、
当
高
廿
七
石
九
斗
六
升
三
合
　
　
　
　
　
　
　
三
又
村

　
　
内
弐
斗
壱
升
　
　
　
　
　
　
川
欠
跡
よ
り

　
　
同
廿
三
石
五
斗
五
升
三
合
　
右
は
同
村
吉
郎
兵
衛
辛
労
免
高

　
　
同
四
斗
四
合
　
　
　
　
　
　
右
は
卯
年
よ
り
巳
年
迄
三
ヶ
年
引
継
休
高

　
　
〆

残
り
高
三
石
七
斗
九
升
九
合

　
　
此
御
物
成
六
ツ
納 

弐
石
弐
斗
七
升
九
合

　
　
　
　
　
　
　
　
口
米
五
升
五
合

　
右
米
合
弐
石
三
斗
三
升
四
合

　
　
　
此
払

　
七
升
六
合
　
諸
役
代
銀
　
九
十
八
匁
五
分
五
厘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
九
四
一
二
ノ
カ
ケ

　
四
升
七
合
　
肝
煎
免

残
り
弐
石
弐
斗
壱
升
壱
合

　
右
之
通
り
ニ
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
又
村
肝
煎

明
治
元
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
助

　
辰
十
二
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
仮
担

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孝
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
村
長
役

戸
嶋
栄
太
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
太
郎

【　

166　

五
斗
米
高
帳　
　

明
治
元
・
十
二　

】

　
　
　
　
雄
勝
郡
三
又
村
五
斗
米
高
帳

一
、
当
高
五
百
三
拾
六
石
三
斗
七
升
　
　
　
　
　
　
三
又
村

　
内
　
三
拾
石
弐
斗
九
合
　
荒
・
川
欠
跡
よ
り

　
同
　
弐
石
弐
斗
壱
升
　
　
右
は
卯
年
よ
り
巳
年
迄
三
ヶ
年
引
継
休
高

　
〆
三
拾
弐
石
四
斗
壱
升
九
合

残
り
高
五
百
三
石
九
斗
五
升
壱
合

　
此
出
米
廿
五
石
壱
斗
九
升
八
合

　
　
　
　
但
し
拾
石
ニ
付
五
斗
宛

一
、
同
高
壱
升
七
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
同
村
別
水
御
開

　
此
出
米
壱
合
　
但
し
拾
石
ニ
付
三
斗
宛

秋田県立博物館研究報告第49号

− 100 −



（8）

右
米
合
廿
五
石
壱
斗
九
升
九
合

　
右
之
通
り
ニ
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
又
村
肝
煎

明
治
元
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
助

辰
十
二
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
仮
担

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孝
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
村
長
百
姓

戸
嶋
栄
太
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
太
郎

【　

167　

給
人
差
上
高
積
帳　
　

明
治
元
・
十
二　

】

　
　
　
　
覚

一
、
当
高
　
七
升
七
合
　
　
　
　
　
　
　
　
須
田
内
記
殿
　
　
　
喜
（
１
）

一
、
同
高
　
四
拾
石
八
斗
四
升
七
合
　
　
○
後
藤
小
早
人
　
　
　
喜

一
、
同
高
　
拾
壱
石
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
地
時
之
進
　
　
　
喜

一
、
同
高
　
壱
石
五
斗
九
升
壱
合
　
　
　
　
太
縄
織
衛
　
　
　
　
喜

一
、
同
高
　
四
拾
九
石
弐
斗
弐
升
四
合
　
　
小
野
崎
三
郎
　
　
　
喜

一
、
同
高
　
四
石
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
重
右
衛
門
　
　
　
喜

一
、
同
高
　
三
石
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
後
藤
忠
兵
衛
　
　
　
喜

一
、
同
高
　
弐
石
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
本
為
八
　
　
　
　
喜

一
、
同
高
　
壱
斗
壱
升
弐
合
　
　
　
　
　
　
河
又
六
右
衛
門
　
　
喜

　
　
　
　
〆
百
十
壱
石
八
斗
五
升
壱
合

一
、
同
高
　
弐
斗
八
升
弐
合
　
　
　
　
　
　
月
居
桂
　
　
　
　
　
喜

一
、
同
高
　
六
石
四
升
七
合
　
　
　
　
　
　
山
崎
運
助
　
　
　
　
喜

一
、
同
高
　
七
石
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泉
恕
助
　
　
　
　
　
喜

一
、
同
高
　
廿
三
石
弐
斗
五
升
八
合
　
　
　
林
三
隆
　
　
　
　
　
喜

一
、
同
高
　
拾
石
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軽
部
助
蔵
　
　
　
　
喜

一
、
同
高
　
七
石
弐
斗
四
升
弐
合
　
　
　
　
豊
田
十
四
郎
　
　
　
喜

一
、
同
高
　
七
石
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
粕
谷
藤
太
　
　
　
　
喜

一
、
同
高
　
拾
壱
石
八
斗
七
合
　
　
　
　
　
介
川
敬
之
進
　
　
　
喜

一
、
同
高
　
五
石
四
升
九
合
　
　
　
　
　
　
岡
田
淸
之
進
　
　
　
喜

一
、
同
高
　
四
石
弐
斗
弐
升
　
　
　
　
　
　
佐
藤
六
右
衛
門
　
　
喜

一
、
同
高
　
壱
石
七
斗
壱
升
弐
合
　
　
　
　
清
水
東
八
　
　
　
　
喜

一
、
同
高
　
五
石
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曲
田
杏
林
　
　
　
　
喜

一
、
同
高
　
拾
石
七
斗
三
升
　
　
　
　
　
○
真
崎
弥
三
郎
　
　
　
門

一
、
同
高
　
弐
石
九
斗
七
升
弐
合
　
　
　
　
棚
谷
八
十
治
　
　
　
喜

一
、
同
高
　
弐
石
八
斗
三
升
　
　
　
　
　
　
須
田
伝
八
郎
　
　
　
喜

一
、
同
高
　
廿
七
石
三
斗
八
升
六
合
　
　
　
遠
山
理
助
　
　
　
　
喜

一
、
同
高
　
壱
斗
弐
升
　
　
　
　
　
　
　
　
完
戸
勘
四
郎
　
　
　
喜

一
、
同
高
　
三
石
六
斗
九
升
六
合
　
　
　
　
太
田
易
五
郎
　
　
　
喜

一
、
同
高
　
壱
石
四
斗
六
升
四
合
　
　
　
　
江
尻
国
之
助
　
　
　
喜

一
、
同
高
　
七
石
四
斗
八
升
五
合
　
　
　
○
後
藤
源
蔵
　
　
　
　
喜

一
、
同
高
　
五
拾
九
石
弐
升
四
合
　
　
　
　
中
村
龍
助
　
　
　
　
喜

一
、
同
高
　
四
石
四
斗
弐
升
壱
合
　
　
　
○
斎
藤
佐
太
夫
　
　
　
門

一
、
同
高
　
四
石
四
斗
　
　
　
　
　
　
　
○
梁
田
野
新
右
衛
門
　
孫

一
、
同
高
　
三
升
四
合
　
　
　
　
　
　
　
○
鈴
木
惣
左
衛
門
　
　
門

一
、
同
高
　
拾
弐
石
　
　
　
　
　
　
　
　
○
田
中
広
馬
　
　
　
　
喜
助

一
、
同
高
　
六
石
三
斗
七
升
四
合
　
　
　
　
竹
貫
織
之
助
　
　
　
喜

一
、
同
高
　
三
石
五
斗
七
升
九
合
　
　
　
　
渡
部
藤
治
　
　
　
　
喜

一
、
同
高
　
六
升
弐
合
　
　
　
　
　
　
　
　
今
宮
大
学
　
　
　
　
喜

合
三
百
四
拾
七
石
四
升
五
合

　
内
七
拾
弐
石
壱
斗
壱
升
七
合
　
御
毛
見
御
居
引
（
２
）
高

（
付
箋
1
）（
３
）

「
当
高
合
三
百
四
拾
七
石
四
升
五
合

此
出
米
弐
百
五
石
四
斗
五
升
壱
合

　
　
内
三
十
三
石
九
斗
四
合
　
　
　
上
り
過
上

　
　
同
四
拾
弐
石
六
斗
九
升
三
合
　
御
居
引
高
七
十
弐
石
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壱
斗
壱
升
七
合
之
分

　
　
　
〆
七
拾
六
石
五
斗
九
升
七
合

残
り
米
百
廿
八
石
八
斗
五
升
四
合

　
此
当
高
弐
百
拾
七
石
六
斗
六
升

　
　
此
出
米
九
十
九
石
弐
斗
壱
升
八
合
　
七
七
村
取
立

　
　
　
内
九
十
八
石
五
斗
七
升
三
合
　
　
七
六
五
上
納
分

　
残
り
六
斗
四
升
五
合
　
余
米
　
巳
年
割
返
申
候
　
　
　
　
　
」

（
付
箋
２
）（
４
）

「
当
高
合
三
百
四
拾
七
石
四
升
五
合

外
九
石
四
斗
弐
升
　
　
辛
労
免
高
御
借
上
分

〆
三
百
五
十
六
石
四
斗
六
升
五
合

　
此
出
米
弐
百
十
壱
石
弐
升
七
合

　
　
内
三
拾
三
石
九
斗
四
合
　
上
り
知
過
上
分

　
　
同
四
拾
弐
石
六
斗
九
升
三
合
　
御
居
引
高
拝
領
分

　
　
　
　
　
但
し
七
十
弐
石
壱
斗
壱
升
七
合

　
〆
七
拾
六
石
五
斗
九
升
七
合

残
り
米
百
三
拾
四
石
四
斗
三
升

　
此
当
高
弐
百
廿
七
石
七
升
八
合

　
此
出
米
百
七
十
四
石
八
斗
五
升

　
　
内
百
七
十
三
石
七
斗
壱
升
五
合
　
七
六
五
上
納
分

残
壱
石
壱
斗
三
升
五
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六
五
余
米
分
　
巳
年
さ
し
上
よ
り
返
候
　
」

（
付
箋
3
）

「
一
、
米
本
廻
し
壱
斗
三
升
　
　
　
　
　
　
　
　
上
り
知

　
　
内
三
拾
四
石
三
升
四
合
　
　
御
軍
事
品
々
御
取
扱
過
上
分

　
さ
し
引
三
十
三
石
九
斗
四
合
　
過
（
５
）

一
、
米
本
廻
し
弐
百
五
石
四
斗
五
升
壱
合
　
御
さ
し
上
（
６
）

　
　
内
三
十
三
石
九
斗
四
合
　
　
　
　
　
上
り
知
過
上

　
　
同
四
十
弐
石
六
斗
九
升
三
合
　
　
　
御
居
引
御
助
成
高
（
７
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
十
弐
石
壱
斗
壱
升
七
合
分

　
　
〆
七
十
六
石
五
斗
九
升
七
合

残
り
米
百
廿
八
石
八
斗
五
升
四
合

此
当
高
弐
百
拾
七
石
六
斗
六
升
（
８
）

　
　
　
　
此
軽
升
百
六
拾
六
石
五
斗
八
合

一
、
米
軽
升
廿
九
石
六
斗
三
合
　
　
　
五
斗
米
・
運
送
米
共

一
、
同
　
　
六
石
壱
斗
三
升
五
合
　
　
辛
労
免
御
借
上
分

　
　
〆
弐
百
弐
石
弐
斗
四
升
六
合
　
上
納
分
（
９
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

（
付
箋
下
）（
10
）

「
本
廻
し
壱
斗
三
升
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
り
知
　
三
又
村

内
四
拾
四
石
八
斗
壱
升
四
合
　
委
曲
は
御
米
つ
も
り
帳
ニ
有
之
候
分

指
引
四
拾
四
石
六
斗
八
升
四
合
　
過
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
但
し
御
差
上
米
よ
り
御
差
引
申
上
候

本
廻
し
弐
百
五
石
四
斗
五
升
壱
合
　
　
　
　
　
御
差
上
　
三
又
村

内
四
拾
四
石
六
斗
八
升
四
合
　
　
上
り
知
過
上
御
差
引
申
上
候

同
四
拾
弐
石
六
斗
九
升
三
合
　
　 

御
居
毛
引
御
成（
助
成
）助

高

七
十
弐
石
壱
斗
壱
升
七
合
分

〆
八
拾
七
石
三
斗
七
升
七
合

残
米
百
拾
八
石
七
升
四
合

此
当
高
百
九
拾
九
石
四
斗
四
升
九
合

　
此
軽
升
百
五
拾
弐
石
五
斗
七
升
八
合
　
七
六
五

五
百
三
石
九
斗
六
升
八
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
斗
米 

三
又
村

　
軽
升
廿
五
石
壱
斗
九
升
九
合
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外
四
石
四
斗
七
合
　
　
　
右
運
送
米

〆
百
八
拾
弐
石
壱
斗
八
升
四
合

内
四
石
七
斗
四
升
五
合
　
　 

兵
糧
米
被
仰
付
白
米
三
石
七
斗
八
升
上
納

仕
候
分
、
玄
米
壱
俵
ニ
付
拾
三
貫
文
替
御

直
段
違
搗
賃
搗
へ
り
共
見
込
、
中
考
を
以

一
ト
先
御
差
引
申
上
候

残
米
百
七
拾
七
石
四
斗
三
升
九
合

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

 

　
　
内
五
拾
六
石
七
斗
四
升
弐
合
　

 
 
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

  

 銀
山
飯
料
江
上
納
仕
候

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

百
九
十
俵
上
納
仕
候

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

残
百
廿
石
六
斗
九
升
七
合

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

　
　
此
俵
四
百
弐
俵
九
升
七
合

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

　
右
之
通
り
御
座
候
、
以
上

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

 
〃
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
又
村
肝
煎

明
治
元
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
助

辰
十
二
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
仮
担

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孝
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
村
長
百
姓

上
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
太
郎

（
1
）
給
人
へ
の
年
貢
納
付
を
担
う
組
代
の
名
の
頭
文
字
か
。

（
2
）
居
引
＝
検
見
を
せ
ず
に
行
う
簡
便
な
毛
引
。

（
3
）
付
箋
1
は
試
算
で
あ
り
、
全
体
に
抹
消
線
が
引
か
れ
て
い
る
。

（
4
）
付
箋
2
は
試
算
。

（
5
）
№
163
で
算
出
さ
れ
た
上
り
知
蔵
入
高
の
年
貢
超
過
分
。

（
6
）
給
人
差
上
高
三
四
七
・
〇
四
五
石
に
年
貢
率
五
九
・
二
％
を
乗
じ
た
値
。

（
7
）
居
引
高
七
二
・
一
一
七
石
に
年
貢
率
五
九
・
二
％
を
乗
じ
た
値
。

（
8
）
前
行
の
値
を
年
貢
率
五
九
・
二
％
で
除
し
て
逆
算
し
た
当
高
。

（
9
）
№
186
に
み
え
る
実
際
の
上
納
高
と
一
致
す
る
。

（
10
）
付
箋
3
の
下
。
修
正
前
の
数
値
が
記
さ
れ
て
い
る
。

【　

168　

人
差
売
上
米
請
書　
　

明
治
二
・
二　

】

　
　
　
　
覚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
差

一
、
米
拾
六
俵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
郎
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

一
、
同
拾
五
俵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

一
、
同
拾
弐
俵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

一
、
同
拾
俵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
郎
兵
衛

一
、
同
廿
五
俵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
郷
符

〆右
之
通
御
売
上
米
被
仰
付
、
御
請
仕
候
処
相
違
無
御
座
候
、
依
之
御
請
書
奉
差

上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
又
村
肝
煎

明
治
弐
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
助

巳
二
月
廿
四
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
仮
担

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孝
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
村
長
百
姓

戸
嶋
栄
太
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
太
郎

【　

169　

吉
祥
寺
出
兵
有
無
に
つ
き
届　
　

明
治
二
・
二　

】

　
　
　
　
乍
恐
以
書
附
奉
申
上
候

一
、
壱
人
　
　
　
年
齢
四
拾
九
歳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
看
住
（
１
）

　
右
壱
人

右
之
通
ニ
御
座
候
、
昨
年
御
軍
事
出
兵
不
仕
、
御
合
力
等
茂
拝
領
不
仕
候
、
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（11）

依
之
以
書
附
奉
申
上
候
、
以
上

明
治
弐
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
又
村

　
巳
二
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
祥
寺

　
　
御
本
山
様
（
２
）

　
　
　
　
御
納
所

（
1
）
寺
格
が
低
い
小
寺
院
の
住
僧
。
か
ん
じ
ゅ
う
。

（
2
） 

三
梨
村
の
桂
薗
寺
か
。
吉
祥
寺
の
本
寺
桂
薗
寺
を
「
本
山
　
桂
薗
寺
」
と
記
し
た
文

書
が
あ
る
（
茂
木
久
栄
家
資
料
三
〇
一
九
「
万
代
日
記
帳
」
元
治
元
年
五
月
一
六
日

条
）。

【　

170　

吉
祥
寺
開
山
名
届　
　

明
治
二
・
二　

】

　
　
　
　
乍
恐
以
書
附
奉
申
上
候

一
、
開
山
舜
庵
尊
堯
大
和
尚

　
右
之
通
り
ニ
御
座
候
、
以
上

明
治
弐
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
又
村

　
　
巳
二
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
祥
寺

　
　
　
桂
薗
精
舎

　
　
　
　
　
　
御
納
所

　
　
　
　
右
之
通
り
弐
冊
相
認
、
御
本
山
へ
差
上
候

【　

171　

室
屋
株
譲
渡
許
可
願
書　
　

明
治
二　

】

　
　
　
　
乍
恐
以
口
上
書
奉
願
上
候

一
、 

当
村
長
左
衛
門
（
１
）
先
年
よ
り
室
家
業
致
罷
有
候
所
、
近
年
困
窮
ニ
罷
成

仕
入
往
届
兼
、
此
度
双
方
相
談
之
上
、
猿
半
内
村
与
右
衛
門
方
へ
永
代
譲
候

事
ニ
相
成
候
間
、
御
上
様
御
障
茂
無
御
座
候
ハ
ヽ
、
以
御
憐
愍
御
株
札
名
前

御
書
替
被
仰
付
度
奉
願
上
候
、
御
時
節
御
苦
柄
奉
申
上
候
も
重
畳
恐
入
奉
存

候
得
共
、
前
文
之
仕
合
無
拠
奉
願
上
候
、
依
之
室
屋
長
左
衛
門
印
形
仕
、
私

共
添
印
を
以
乍
恐
奉
願
上
候

右
之
趣
乍
恐
何
分
宜
敷
様
被
仰
上
、
願
之
通
り
被
仰
付
被
下
置
度
奉
願
上

候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

三
又
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
室
屋
長
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
村
肝
煎
　
平
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
仮
担
　
　
孝
作

明
治
弐
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
百
姓
　
　
喜
太
郎

　
　
　
中
川
弥
右
衛
門
殿

（
1
） 

麹
屋
の
三
又
村
長
左
衛
門
が
株
札
の
譲
渡
を
願
い
出
た
こ
と
は
、
日
記
帳
慶
応
三
年

十
一
月
の
記
事
に
も
み
え
る
（
本
誌
四
十
六
号
の
翻
刻
記
事
№
98
〜
100
参
照
）
が
、

そ
の
際
と
譲
渡
さ
れ
る
人
名
が
異
な
る
。
譲
渡
の
話
が
ま
と
ま
ら
な
か
っ
た
も
の
か
。

【　

172　

損
馬
取
片
付
届　
　

明
治
二
・
四　

】

　
　
　
　
乍
恐
以
書
付
御
届
奉
申
上
候

一
、
当（
マ
マ
）月

三
十
日
、
当
村
三
宝
荒
神
社
内
江
損
馬
有
之
、
村
人
之
内
見
当
申
出
ニ

付
、
郷
中
惣
百
姓
并
馬
労
等
立
会
見
分
仕
候
得
共
、
何
方
之
馬
と
申
儀
心
得
候

者
も
無
之
ニ
付
、
長
々
社
内
ニ
差
置
候
而
ハ
恐
入
候
事
故
、
郷
人
立
会
見
分
之

上
昨
日
川
原
迄
為
引
、
倒
跡
取
片
付
仕
候
、
仍
之
一
通
り
御
届
奉
申
上
候
、

以
上

明
治
二
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
又
村
肝
煎

　
巳
四
月
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
助

　
　
上
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孝
作

【　

173　

困
窮
に
つ
き
扶
助
願
書　
　

明
治
二
・
四　

】

　
　
　
　
乍
憚
以
書
附
奉
願
上
候

一
、
私
事
御
村
々
様
以
御
高
恩
家
内
扶
助
罷
有
難
有
仕
合
奉
存
候
、
然
る
所
御
見

聞
被
下
置
候
通
り
老
年
ニ
罷
成
り
、
何
共
心
通
り
御
奉
公
も
行
届
兼
奉
恐
入
候
、

年
来
御
救
助
被
下
置
、
此
上
願
可
申
上
面
目
無
之
御
座
候
得
共
、
近
年
来
諸
色
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高
直
ニ
罷
成
候
所
、
別
而
衣
類
を
始
石
物
前
代
未
聞
之
代
科
、
右
等
之
為
御
手

之
内
も
米
ニ
而
被
下
候
所
多
分
銭
ニ
て
拝
領
ニ
相
成
、
如
何
共
取
く
ら
し
可
申

様
無
之
、
実
以
困
り
入
申
候
、
御
時
節
奉
願
上
候
も
重
畳
恐
至
極
ニ
奉
存
候
へ
共
、

何
卒
此
上
格
別
之
以
御
憐
愍
御
助
成
被
下
置
、
御
助
被
成
下
度
偏
ニ
奉
願
上
候

右
段
々
奉
願
上
候
通
ニ
御
座
候
間
、何
分
ニ
も
願
之
通
り
被
仰
付
御
助
被
下
置
、

如
何
様
御
奉
公
仕
候
様
幾
重
ニ
も
奉
願
上
候
、
以
上

明
治
二
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
郎
左
衛
門

　
　
巳
四
月

　
　
八
面
村
　
　
　
　
　
　
米
六
斗
願
ニ
付
助
成
致
候

　
　
東
福
寺
村

　
　
大
倉
村

　
　
三
又
村

　
　
大
門
村

　
　
右
御
村
々
親
方
様
御
中

【　

174　

人
別
送
一
札　
　

明
治
二
・
四　

】

　
　
　
　
郷
出
之
事

一
、
孫
兵
衛
家
内
庄
右
衛
門
、
右
男
壱
人
、
其
御
許
御
支
配
吉
蔵
家
内
江
参
候
由
、

当
御
調
よ
り
御
入
帳
可
被
成
候
、
去
御
調
迄
は
当
村
禅
宗
吉
祥
寺
御
判
を
以
相

調
相
済
候
、
此
方
御
寺
暇
、
郷
中
共
出
入
子
細
無
御
座
候
、
依
而
郷
出
し
一
札

如
件　

明
治
弐
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
又
村

　
　
　
巳
四
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
肝
煎

　
　
　
　
　
大
く
ら
村

　
　
　
　
　
　
　
　
肝
煎
殿

【　

175　

橋
掛
替
用
杉
木
拝
領
願
書　
　

明
治
二
・
五　

】

　
　
　
　
　
乍
恐
以
書
附
奉
願
上
候

郷
山
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

中

一
、
杉
弐
本
　
但
し
三
尺
五
寸
廻
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
郷 

山

右
之
通
り
田
通
橋
掛
替
申
度
候
間
、
以
御
憐
愍
拝
領
被
仰
付
被
下
度
奉
願
上

候
、
以
上

右
之
趣
乍
恐
宜
敷
様
被
仰
上
、
願
之
通
り
拝
領
被
仰
付
被
下
置
度
奉
願
上

候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
又
村
肝
煎

明
治
弐
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
助

巳
五
月
十
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
仮
担

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孝
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
村
長
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
太
郎

　
　 

上
曽
直
江
殿
（
１
）

山
崎
主
典

（
1
）
安
政
六
年
時
点
で
林
役
（
田
代
町
史
資
料
一
四
、八
六
頁
）。

【　

176　

杉
木
拝
領
願
書　
　

明
治
二
・
五　

】

　
　
　
　
乍
恐
以
口
上
書
奉
願
上
候

林
こ
し
畠
林
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
符
人

一
、
杉
拾
本
　
但
し
三
尺
五
寸
廻
よ
り
小
杉
迄
　
　
　
平
助

高
村
畠
添

一
、
同
弐
本
　
但
し
弐
尺
五
寸
廻
り
　
　
　
　
　
　
　
利
右
衛
門

屋
敷
添

一
、
同
壱
本
　
但
し
弐
尺
五
寸
廻
り
　
　
　
　
　
　
　
門
右
衛
門

高
村
畠
添

一
、
同
三
本
　
但
し
三
尺
廻
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
太
郎

林
こ
し
畠
林

一
、
同
三
本
　
但
し
三
尺
廻
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
兵
衛
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（13）

　
　
　
合
拾
九
本

右
之
通
り
符
人
共
此
度
拝
領
仕
度
願
出
ニ
御
座
候
間
、
何
卒
以
御
憐
愍
願
之
通

り
拝
領
被
仰
付
度
奉
願
上
候

右
之
趣
乍
恐
何
分
宜
敷
様
被
仰
上
、
願
之
通
拝
領
相
成
候
様
御
取
扱
被
成
下

度
奉
願
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
又
村
肝
煎

明
治
弐
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
助

巳
五
月
十
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
仮
担

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孝
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
村
長
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
太
郎

　
　 

上
曽
直
江
殿

山
崎
主
典
殿

【　

177　

漆
木
拝
領
願
書　
　

明
治
二
・
五　

】

　
　
　
　
乍
恐
以
書
附
奉
願
上
候

林
こ
し
宮
ノ
前

一
、
漆
元
木
五
本
　
但
し
壱
尺
廻
よ
り
七
寸
廻
り
迄
　
　
　
　
郷
中

五
り
ん
は
ゝ

一
、
同
　
　
三
本
　
但
し
壱
尺
五
寸
廻
り
　
　
　
　
　
　
　
　
仁
助

合
八
本

右
之
通
り
符
人
共
此
度
大
立
村
藤
治
方
へ
売
払
申
度
候
間
、
何
卒
以
御
憐
愍
拝

領
被
仰
付
被
下
置
度
奉
願
上
候

右
之
趣
乍
恐
何
分
宜
敷
様
被
仰
上
、願
之
通
拝
領
被
仰
付
被
下
置
度
奉
願
上
候
、

以
上

【　

178　

風
折
杉
木
伐
採
許
可
願
書　
　

明
治
二
・
五　

】

　
　
　
　
乍
恐
以
書
附
奉
願
上
候

三
宝
荒
神
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
別
当

一
、
杉
弐
本
　
但
し
三
尺
五
寸
廻
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
覚
王
寺

右
は
朽
木
風
折
ニ
罷
成
り
此
度
伐
取
申
度
願
出
ニ
御
座
候
間
、
願
之
通
り
御
取

扱
被
成
下
置
度
奉
願
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
又
村
別
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
覚
王
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
肝
煎

明
治
弐
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
助

巳
五
月
十
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
仮
担

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孝
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
村
長
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
太
郎

　
　 

上
曽
直
江
殿

山
崎
主
典
殿

【　

179　

漆
盛
木
届　
　

明
治
二
・
五　

】

　
　
　
　
乍
恐
以
書
附
奉
申
上
候

五
輪
羽
場

一
、
漆
三
本
　
　
但
し
三
尺
五
寸
廻
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仁
助

右
之
通
り
追
々
盛
木
仕
候
処
相
違
無
御
座
候
、
依
之
乍
恐
以
書
附
奉
申
上
候
、

以
上　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
又
村
肝
煎

明
治
弐
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
助

巳
五
月
十
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
仮
担

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孝
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
村
長
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
太
郎

　
　 

上
曽
直
江
殿
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（14）

山
崎
主
典
殿

【　

180　

五
斗
米
有
高
届　
　

明
治
二
・
五　

】

（
付
箋
下
）

「
　
　
　
　
乍
恐
以
書
附
奉
申
上
候

当
高
　
五
百
三
石
九
斗
六
升
八
合
　
　
　
　
五
斗
米
正
有
高

内
　
拾
五
石
八
斗
壱
升
九
合
　
　
　
　
　
屋
敷
高

同
　
拾
五
石
四
斗
弐
升
七
合
　
　
　
　
　
畑
高

同
　
四
百
七
拾
弐
石
七
斗
弐
升
弐
合
　
　
田
高

〆右
之
通
り
正
有
高
取
調
書
上
仕
候
処
相
違
無
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
又
村
肝
煎

　
明
治
弐
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
助

　
　
　
巳
五
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
仮
担

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孝
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
村
長
百
姓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
太
郎

　
　
　
戸
嶋
栄
太
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

【　

181　

五
斗
米
有
高
届　
　

明
治
二
・
五　

】

（
付
箋
）（
１
）

「
　
　
　
　
乍
恐
以
書
附
奉
申
上
候

一
、
惣
当
高
　
五
百
三
拾
六
石
三
斗
八
升
七
合
　
　
　
三
又
村

　
　
内
　
三
拾
石
弐
斗
九
合
　
　
荒
・
川
欠
跡
よ
り

　
　
同
　
弐
石
弐
斗
壱
升
　
　
　
右
ハ
卯
年
よ
り
巳
年
迄
三
ヶ
年
休
高

　
　
〆
三
拾
弐
石
四
斗
壱
升
九
合

残
り
高
　
五
百
三
石
九
斗
六
升
八
合

　
　
内
　
拾
五
石
八
斗
壱
升
九
合
　
　
　
　
　
屋
敷
高

　
　
同
　
四
百
七
拾
弐
石
七
斗
弐
升
弐
合
　
　
田
高

　
　
同
　
拾
五
石
四
斗
弐
升
七
合
　
　
　
　
　
畑
高

　
　
〆

　
　
右
之
通
り
ニ
御
座
候
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
又
村
肝
煎

明
治
弐
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
助

巳
五
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
仮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孝
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
太
郎

　
戸
嶋
栄
太
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

（
1
）
記
事
№
180
の
上
に
貼
付
さ
れ
て
い
る
。

【　

182　

境
口
通
行
許
可
願
書　
　

明
治
二
・
七　

】

　
　
　
　
乍
恐
以
書
附
奉
願
上
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雄
勝
郡
三
又
村

一
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
助

右
之
者
壱
人
、
此
度
新
庄
在
へ
さ
る
商
へ
（
１
）

ニ
罷
越
候
間
、
御
境
口
御
通
し

被
下
度
奉
願
上
候
、
尤
当
廿
八
日
よ
り
来
八
月
八
日
迄
出
入
十
日
ニ
而
帰
国
仕

候
間
、
何
分
御
境
口
御
通
被
成
下
度
奉
願
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雄
勝
郡
三
又
村

明
治
弐
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
肝
煎
　
　
平
助
（
印
）

巳
七
月
廿
八
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
仮
担
　
孝
作
（
印
）

院
内
御
境
口
調
御
役
処
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
村
長
百
姓
　
喜
太
郎（
印
）

　
　
　
　
　
　
御
役
人
様

　
　
　
　
　
　
　
　
御
取
扱

（
１
）「
笊
商
い
」
の
意
か
。
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（15）

【　

183　

人
差
・
郷
符
売
上
米
免
除
願
書　
　

明
治
二
・
八　

】

　
　
　
　
乍
恐
以
書
附
奉
願
上
候

一
、
米
五
十
三
俵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
差

一
、
同
廿
五
俵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
郷
符

　
合
七
十
八
俵

右
は
当
春
御
売
上
米
被
仰
付
候
人
差
・
郷
符
ニ
御
座
候
処
、
兼
而
奉
申
上
候
通

り
近
年
村
方
一
同
困
窮
ニ
罷
成
、
余
米
有
之
者
も
無
御
座
、
尚
又
是
迄
御
用
米

銭
被
仰
付
候
者
も
困
窮
ニ
罷
成
、
他（
多
）分

御
田
畑
共
他
渡
致
候
躰
、
且
当
村
六
十

軒
余
之
村
方
昨
年
拾
四
軒
放
火
ニ
罷
成
、
右
之
内
郷
符
頭
立
候
者
数
多
有
之
、

旁
々
以
取
立
相
難
、
連
々
遅
滞
ニ
罷
成
、
恐
入
奉
存
候
次
第
ニ
米
直
段
不
時
成

ル
引
上
ニ
罷
成
、
下
地
よ
り
買
食
之
御
百
性
勝
ニ
御
座
候
処
、
新
穀
迄
取
続
可

申
様
無
之
躰
、
当
節
安
米
ニ
而
も
払
不
申
候
得
ハ
相
成
間
敷
、
困
り
入
奉
存
候
、

依
之
乍
恐
奉
願
上
候
、
何
卒
御
憐
愍
を
以
今
年
之
儀
ハ
御
免
被
成
下
、
御
助
被

成
下
度
奉
願
上
候
、
且
ツ
当
秋
相
応
之
作
合
ニ
も
相
成
候
ハ
ヽ
半
通
り
も
奉
上

納
度
奉
存
候
、
是
迄
不
納
致
候
儀
は
如
何
様
之
無
調
法
被
仰
付
候
而
も
一
言
之

違
背
可
奉
申
上
様
無
御
座
候
得
共
、
何
卒
御
憐
愍
を
以
困
窮
之
村
方
御
救
助
被

成
下
度
、
偏
ニ
奉
願
上
候

右
之
趣
乍
恐
何
分
宜
様
被
仰
上
、
願
之
通
り
被
仰
付
困
窮
之
村
方
御
助
被
成

下
度
、
幾
重
ニ
も
奉
願
上
候
、
以
上
　
　
　
　
雄
勝
郡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
又
村
肝
煎

明
治
二
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
助

巳
八
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
仮
担

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孝
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
村
長
百
姓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
太
郎

　
　
　
戸
嶋
栄
太
殿

此
願
書
御
返
し
ニ
成

【　

184　

漆
木
拝
領
願
書　
　

明
治
二
・
八　

】

　
　
　
　
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候

屋
敷
廻
り

一
、
漆
元
木
三
拾
五
本
　
但
し
壱
尺
廻
よ
り
八
寸
廻
迄
　
　
　
　
七
郎
兵
衛

同一
、
同
　
　
拾
弐
本
　
　
但
し
九
寸
廻
よ
り
六
寸
廻
迄
　
　
　
　
治
兵
衛

同一
、
同
　
　
拾
本
　
　
　
但
し
壱
尺
廻
よ
り
七
寸
廻
迄
　
　
　
　
庄
三
郎

同一
、
同
　
　
九
本
　
　
　
但
し
壱
尺
廻
よ
り
六
寸
廻
迄
　
　
　
　
庄
左
衛
門

同一
、
同
　
　
弐
本
　
　
　
但
し
壱
尺
廻
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
作
右
衛
門

同一
、
同
　
　
三
本
　
　
　
但
し
八
寸
廻
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
作
兵
衛

屋
敷
廻
り

一
、
同
　
　
八
本
　
　
　
但
し
壱
尺
弐
寸
廻
り
よ
り
六
寸
廻
迄
　
久
蔵

　
　
　
合

右
之
通
り
此
度
拝
領
仕
度
、
符
人
共
願
出
ニ
御
座
候
間
、
何
卒
御
憐
愍
を
以
、

願
之
通
り
被
仰
付
被
下
度
奉
願
上
候

右
之
趣
乍
恐
何
分
宜
敷
様
被
仰
上
、
願
之
通
り
拝
領
被
仰
付
被
下
度
奉
願

上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
又
村
肝
煎

明
治
二
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
助

巳
八
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
仮
担

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孝
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
太
郎

　
石
井
正
五
郎
殿
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（16）

　
菊
地
助
之
進
殿

【　

185　

漆
木
盛
木
届
書　
　

明
治
二
・
六　

】

　
　
　
　
乍
恐
以
書
附
奉
申
上
候

屋
敷
廻
り

一
、
漆
元
木
拾
五
本
　
但
し
八
寸
廻
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
郎
兵
衛

同一
、
同
　
　
弐
本
　
　
但
し
壱
尺
廻
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
作
右
衛
門

同一
、
同
　
　
三
本
　
　
但
し
八
寸
廻
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
作
兵
衛

　
　
合
廿
本

右
之
通
り
追
々
盛
木
仕
候
処
相
違
無
御
座
候
、
依
之
書
付
奉
差
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
又
村
肝
煎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
助

巳
六
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
仮
担

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孝
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
太
郎

　
石
井
正
五
郎
殿

　
菊
地
助
之
進
殿

【　

186　

給
人
差
上
高
年
貢
・
五
斗
米
の
納
方
覚　
　

】

　
　
　
　
覚

さ
し
上
七
六
五
（
１
）

一
、
米
軽
升
　
百
六
拾
六
石
五
斗
八
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
又
村

一
、
同
　
　
　
廿
九
石
六
斗
三
合
　
　
　
五
斗
米
・
運
送
米
共

一
、
同
　
　
　
六
石
壱
斗
三
升
五
合
　
　
辛
労
免
高
御
借
上
米

〆
弐
百
弐
石
弐
斗
四
升
六
合

　
　
内
　
拾
五
石
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
取
扱
被
下
候
分

　
十
二
月
廿
三
日

　
　
同
　
廿
石
弐
斗
六
升
四
合
　
　
　
　
根
元
様
へ
上
納
六
十
八
俵

　
正
月
十
三
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
八
（
２
）

　
　
同
　
三
拾
六
石
四
斗
六
升
八
合
　
　
御
同
人
様
へ
上
納

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
廿
弐
俵
二
九
九

　
　
同
　
四
石
六
斗
弐
升
　
　
　
　
　
　
小
荷
駄
方
御
用
早
納
米
上
納
分

　
　
同
　
廿
八
石
五
斗
　
　
　
　
　
　
　
内
藤
伊
三
郎
納
九
十
五
俵

　
　
同
　
六
拾
八
石
壱
斗
　
　
　
　
　
　
弐
百
廿
七
俵
代
納

　
　
同
　
七
石
五
斗
　
　
　
　
　
　
　
　
廿
五
俵 

長
尾
新
右
衛
門
殿
へ
上
納

　
　
同
　
壱
石
弐
斗
　
　
　
　
　
　
　
　
四
俵
　
御
同
人
へ
上
納

　
　
　
〆
百
八
十
壱
石
六
斗
五
升
弐
合

　
　
　
残
廿
石
五
斗
九
升
四
合

　
　
　
　
此
俵
六
十
八
俵
壱
斗
九
升
四
合

（
1
） 「
七
六
五
」
は
、
左
行
の
値
が
当
高
二
一
七
・
六
六
石
の
七
六
・
五
％
で
あ
る
こ
と
を

示
す
。
№
167
付
箋
3
参
照
。

（
2
）
右
記
の
米
俵
が
一
俵
に
つ
き
二
斗
九
升
八
合
入
り
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

【　

187　

毛
見
願
高
明
細　
　

明
治
二
・
九　

】

　
　
　
　
乍
恐
以
書
附
奉
申
上
候

一
、
当
高
三
百
拾
四
石
壱
斗
六
升
九
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
毛
見
願
高

　
　
　
内
　
廿
三
石
四
斗
壱
升
四
合
　
　
　
　
　
下
（々
１
）
下
々
印

　
　
　
同
　
百
九
石
四
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
々
下
々
下
々
印

　
　
　
同
　
百
四
拾
三
石
弐
斗
七
升
三
合
　
　
　
半
立
印

　
　
　
同
　
三
拾
八
石
四
斗
七
升
八
合
　
　
　
　
青
立
印

　
　
　
当
高
合
三
百
拾
四
石
壱
斗
六
升
九
合

　
　
　
右
之
通
り
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
又
村
肝
煎
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明
治
二
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
助

　
　
巳
九
月
廿
五
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
仮
担

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孝
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
村
長
百
姓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
太
郎

　
　
上

　
　
　
　
　
　
　
願
当
高

　
　
　
　
百
三
十
九
石
壱
升
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
倉

　
　
　
　
三
百
拾
四
石
壱
斗
六
升
九
合
　
　
　
　
　
三
又

　
　
　
　
五
十
九
石
四
斗
弐
升
八
合
　
　
　
　
　
　
戸
波

　
　
　
　
四
十
五
石
弐
斗
八
升
五
合
　
　
　
　
　
　
大
門

　
　
　
　
五
百
五
十
壱
石
八
斗
三
升
五
合
　
　
　
　
八
面

　
　
　
　
三
百
廿
石
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
立

　
　
　
　
六
百
七
石
八
斗
九
升
七
合
　
　
　
　
　
　
川
連

　
　
　
　
弐
百
六
石
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
福
寺

　
　
　
　
〆
弐
千
弐
百
三
十
八
石
弐
斗
弐
升
四
合

（
1
） 「
下
々
」
は
原
本
で
は
合
字
で
、
秋
田
藩
で
「
下
々
田
」
の
「
下
々
」
を
表
す
記
号
。

こ
こ
で
は
不
作
の
程
度
を
示
す
記
号
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
記
号
を
雛
型

（
記
事
№
57
）で
は「
何
毛
印
」と
呼
ん
で
い
る
。他
に「
青
立
」「
半
立
」が
あ
る
。「
青
立
」

は「
捨
」と
補
記
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
無
収
穫
、半
立
は
半
作
の
意
と
解
さ
れ
る
。

「
下
々
」
記
号
は
本
日
記
帳
で
四
つ
ま
で
し
か
用
い
な
い
。
そ
こ
か
ら
推
測
す
る
と
、

「
下
々
」
が
四
つ
な
ら
「
四
毛
」、
三
つ
な
ら
「
三
毛
」
な
ど
と
呼
び
、
四
割
減
収
、

三
割
減
収
の
意
で
用
い
た
か
。

【　

188　

八
ケ
村
宿
入
料　
　

】

　
　
　
　
村
々
御
宿
入
料
左
之
通
り

御
立
寄
な
し

一
、
四
十
壱
貫
文
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
倉
村

御
昼

一
、
五
十
七
貫
四
百
四
十
文
　
　
　
　
　
　
三
又

弐
夜
御
泊

一
、
五
百
廿
八
貫
三
十
文
　
　
　
　
　
　
　
八
面

御
昼

一
、
五
十
三
貫
百
五
十
文
　
　
　
　
　
　
　
東
福
寺

御
昼

一
、
三
十
九
貫
六
百
廿
五
文
　
　
　
　
　
　
大
門

御
昼

一
、
七
十
五
貫
百
八
十
文
　
　
　
　
　
　
　
大
立
村

御
立
寄
な
し

一
、
三
十
貫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
連

御
昼

一
、
四
十
四
貫
九
百
五
十
文
　
　
　
　
　
　
戸
波

〆
八
百
六
十
九
貫
三
百
七
十
五
文

【　

189　

給
人
屋
敷
納
分
毛
引
願
書　
　

明
治
二
・
十　

】

　
　
　
　
乍
恐
以
書
附
奉
願
上
候

一
、
当
高
四
拾
九
石
弐
斗
弐
升
四
合
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
崎
三
郎
様

　
　
　
　 

内
四
拾
四
石
弐
斗
弐
升
四
合
　
御
差
上
高

残
り
高
五
石

一
、
同
高
拾
六
石
四
斗
四
升
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
地
時
之
進
様

　
　
　
　 

内
拾
壱
石
　
御
差
上
高

残
り
高
五
石
四
斗
四
升

一
、
同
高
拾
石
壱
斗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
運
助
様

　
　
　 

内
五
石
壱
升
八
合
　
御
差
上
高

残
り
高
五
石
八
升
弐
合

一
、
当
高
五
石
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
部
藤
治
様

秋田県立博物館研究報告第49号
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内
三
石
五
斗
七
升
九
合
　
御
差
上
高

残
り
高
壱
石
四
斗
弐
升
壱
合

一
、
同
高
四
石
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
重
右
衛
門
様

一
、
同
高
廿
九
石
七
斗
弐
升
五
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
真
崎
弥
三
郎
様

　
　
　
　 
内
拾
石
七
斗
弐
升
八
合
　
御
差
上
高

残
り
高
拾
八
石
九
斗
九
升
七
合
　
御
屋
敷
納
分

〃
〃
〃
〃
〃

一
、
当
高
拾
壱
石
八
斗
三
升
弐
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
貫
織
之
助
様

　
　
　
　 

内
四
石
三
斗
弐
升
弐
合
　
御
差
上
高

残
り
高
七
石
五
斗
壱
升

一
、
同
高
四
石
弐
斗
弐
升
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
六
郎
様

一
、
同
高
弐
石
七
升
弐
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
宇
市
様

一
、
同
高
三
拾
六
石
弐
斗
弐
升
四
合
　
　
　
　
　
　
　
　
林
三
隆
様

　
　
　
　 

内
廿
三
石
壱
斗
弐
升
壱
合
　
御
差
上
高

残
り
高
拾
三
石
壱
斗
三
合

一
、
当
高
三
拾
七
石
三
斗
三
升
弐
合
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
山
理
助
様

　
　
　
　  

内
拾
七
石
五
斗
　
御
差
上
高

残
り
高
拾
九
石
八
斗
弐
升
弐
合

一
、
同
高
拾
五
石
壱
斗
九
升
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
介
川
作
美
様

　
　
　
　  

内
拾
壱
石
八
斗
七
合
　
御
差
上
高

残
り
高
三
石
三
斗
八
升
三
合

一
、
同
高
拾
弐
石
四
斗
壱
升
弐
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
粕
谷
藤
太
様

　
　
　
　 

内
三
石
　
御
差
上
高

残
り
高
九
石
四
斗
壱
升
弐
合

一
、
当
高
五
石
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曲
田
杏
林
様

　
　
　
　 

内
三
石
　
御
差
上
高

残
り
高
弐
石

一
、
同
高
四
拾
四
石
壱
升
四
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
藤
小
早
人
様

　
　
　
　 

内
三
拾
五
石
　
御
差
上
高

残
り
高
九
石
壱
升
四
合

一
、
当
高
拾
石
壱
斗
四
升
七
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
藤
源
蔵
様

　
　
　
　 

内
七
石
四
斗
八
升
五
合
　
御
差
上
高

残
り
高
弐
石
六
斗
六
升
弐
合

一
、
当
高
八
石
四
升
壱
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
藤
忠
兵
衛
様

　
　
　
　 

内
三
石
　
御
差
上
高

残
り
高
五
石
四
升
壱
合

一
、
当御
毛
引
拝
領
不
致
約
定
ニ
而
さ
し
上
引
戻
ニ
成
ル

高
六
石
六
斗
五
升
九
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
葉
官
太
様

一
、
同
高
拾
石
四
斗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
縄
織
衛
様

　
　 

右
は
先
達
而
郷
人
を
以
御
差
上
高
ニ
被
成
下
度
趣
奉
願
申
上
候
処
、
小

間
物
上
納
丈
相
残
し
御
差
上
ニ
被
成
下
候
様
被
仰
含
、
奉
畏
罷
在
候
事

一
、
同
高
拾
弐
石
六
斗
五
升
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
主
馬
様

　
　
右
は
拾
弐
石
御
差
上
高
被
成
下
候
御
約
定
奉
申
上
候
御
伺

一
、
同
高
九
石
五
斗
壱
升
四
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豊
田
重
四
郎
様

　
　
　
　 

内
七
石
弐
斗
四
升
弐
合
　
御
差
上
高

残
り
高
弐
石
弐
斗
七
升
弐
合

右
之
通
当
作
合
春
中
よ
り
不
順
気
冷
雨
勝
に
て
、
稲
育
殊
之
外
不
宜
候
処
、
六
月

土
用
中
よ
り
以
之
外
冷
気
相
進
、
悲
常
之
悪
作
ニ
罷
成
り
、
迚
茂
御
収
納
立
見
詰

無
御
座
、
当
惑
之
至
ニ
奉
存
候
、
御
時
節
柄
重
畳
恐
入
奉
存
候
へ
共
、
無
拠
奉
願

上
候
所
、
以
御
憐
愍
御
検
使
様
被
下
置
、
御
差
上
高
分
ハ
作
毛
御
見
分
被
成
下
、

御
毛
引
高
拝
領
被
仰
付
候
様
御
取
扱
被
成
下
、
難
有
奉
存
候
、
尤
先
達
而
郷
人
を

以
奉
願
上
候
通
り
、
御
屋
敷
納
之
分
も
何
卒
以
御
憐
愍
、
御
差
上
高
引
残
り
江
御

積
を
以
御
毛
引
高
拝
領
被
仰
付
、
困
窮
之
御
百
姓
共
御
助
被
成
下
置
度
、
幾
重
ニ

も
奉
願
上
候

右
之
趣
乍
恐
何
分
宜
敷
様
被
仰
上
、
願
之
通
被
仰
付
被
下
置
度
、
偏
ニ
奉
願
上
候
、

以
上　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
又
村
肝
煎
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明
治
二
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
助

巳
十
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
仮
担

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孝
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
村
長
百
姓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
与
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
　
門
右
衛
門

　
上

【　

190　

上
り
知
蔵
入
高
米
積
帳　
　

明
治
二
・
十　

】

一
、
当
高
壱
石
三
斗
三
升
六
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
又
村

　
　
内
弐
斗
四
升
　
　
荒
・
川
欠
跡
よ
り

　
　
同
九
斗
三
合
　
　
当
村
七
郎
兵
衛
・
伊
兵
衛
へ
被
下
候
辛
労
免
高

　
　
〆

　
残
り
高
壱
斗
九
升
三
合

　
　
内
壱
斗
九
升
壱
合
　
当
御
毛
引

　
　
残
り
高
弐
合

　
　
　
　
此
御
物
成
壱
合
　
六
ツ
納

一
、
高
弐
升
弐
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
同
村
別
水
御
開

　
当
高
壱
升
七
合
　
此
御
物
成
六
ツ
納
壱
升

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口
米
〆
壱
合

右
米
合
壱
升
弐
合

　
　
此
払

当
高
へ
弐
か
け
　
三〃 引
米
な
し

合〃
　
　
　
諸
役但
し
当
高
へ
二
五
九
四
一
二
か
け

代
銀
五
匁
壱
厘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
役
代
銀
壱
分
八
厘
　
壱
〇
三
壱
壱
三
カ
ケ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
但
し
開
当
高

物
成
へ
弐
か
け
　
四
合
　
　
　
肝
煎
免

　
　
　
　
四
升
五
合
　
道
通
り
御
賄
米

　
　
　
　
〆
五
升
弐
合

　
　
　
差
引
四
升
過

右
之
通
り
ニ
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
又
村
肝
煎

　
明
治
二
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
助

　
　
　
　
巳
十
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
仮
担

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孝
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
百
姓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
太
郎

　
小
野
崎
甚
八
殿

【　

191　

撫
育
備
高
米
積
帳　
　

明
治
二
・
十　

】

　
　
　
　
雄
勝
郡
三
又
村
御
撫
育
御
備
高
御
米
積
帳

一
、
当
高
九
斗
六
升
五
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
又
村

　
　
　
内
弐
斗
七
升
八
合
　
当
御
毛
引

　
　
残
り
高
六
斗
八
升
七
合

　
　
　
　
　
此
御
物
成
六
ツ
納
四
斗
壱
升
弐
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
口
米
八
合

　
右
米
合
四
斗
弐
升

　
　
　
　
　
此
払

　
　
　
　
　

壱此
代
銀
升
九
合

　
　
壱〃 引
米
な
し

升
九
合

〃
〃
〃

　
諸
役
代
銀
廿
五
匁
三
厘

　
　
　
　
　
壱
升
壱
合
　
肝
煎
免

　
　
残
り
米
三
斗
九
升

右
之
通
り
ニ
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
又
村
肝
煎

明
治
二
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
助

巳
十
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
仮
担

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孝
作

秋田県立博物館研究報告第49号

− 88 −



（20）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
百
姓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
太
郎

　
小
野
崎
甚
八
殿

【　

192　

郡
方
備
高
米
積
帳　
　

明
治
二
・
十　

】

　
　
　
　
雄
勝
郡
三
又
村
郡
方
御
備
高
御
米
積
帳

一
、
当
高
廿
七
石
九
斗
六
升
三
合
　
　
　
　
　
　
　
　
三
又
村

　
内
弐
斗
壱
升
　
　
　
　
　
　
荒
・
川
欠
跡
よ
り

　
同
廿
三
石
五
斗
五
升
三
合
　
当
村
吉
郎
兵
衛
へ
被
下
候
辛
労
免
高

　
同
四
斗
四
合
　
　
　
　
　
　
右
は
卯
年
よ
り
巳
年
迄
三
ヶ
年
引
継
休
高

　
〆

残
り
高
三
石
七
斗
九
升
九
合

　
内
壱
石
三
斗
三
升
　
当
御
毛
引

残
り
高
弐
石
四
斗
六
升
九
合

　
此
御
物
成
壱
石
四
斗
七
升
五
合

　
　
口
米
三
升

右
米
合
壱
石
五
斗
五
合

　
　
此
払

　
　
　
　
七
升
五
合
　
諸
役
代
銀
九
十
八
匁
五
分
五
厘

此
代
銀
と
書
　
　
此
代
銀
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
九
四
一
二
ノ
か
け

　
　
　
　
四
升
五
合
　
肝
煎
免

残
り
米
壱
石
三
斗
八
升
五
合

右
之
通
り
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
又
村
肝
煎

明
治
二
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
助

　
巳
十
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
仮
担

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孝
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
百
姓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
太
郎

小
野
崎
甚
八
殿

【　

193　

五
斗
米
高
帳　
　

明
治
二
・
十　

】

　
　
　
　
雄
勝
郡
三
又
村
五
斗
米
高
帳

一
、
当
高
五
百
三
拾
六
石
三
斗
七
升
　
　
　
　
　
　
　
三
又
村

　
　
内
三
拾
石
弐
斗
九
合
　
荒
・
川
欠
跡
よ
り

　
　
同
弐
石
弐
斗
壱
升
　
　
右
は
卯
年
よ
り
巳
年
迄
三
ヶ
年
引
継
休
高

　
　
〆
三
十
弐
石
四
斗
壱
升
九
合

　
残
り
高
五
百
三
石
九
斗
五
升
壱
合

　
　
此
出
米
廿
五
石
壱
斗
九
升
八
合

　
　
　
　
　
但
し
拾
石
ニ
付
五
斗
宛

一
、
同
高
壱
升
七
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
同
村
別
水
御
開

　
　
此
出
米
壱
合
　
但
し
拾
石
ニ
付
三
斗
宛

右
米
合
廿
五
石
壱
斗
九
升
九
合

　
　
右
之
通
り
御
座
候
　
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
又
村
肝
煎

明
治
二
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
助

　
巳
十
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
仮
担

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孝
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
百
姓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
太
郎

　
小
野
崎
甚
八
殿

【　

194　

差
上
高
振
替
願
書　
　

明
治
二
・
十
一　

】

　
　
　
　
乍
恐
以
口
上
書
奉
願
上
候
（
１
）

一
、
当
高
壱
石
五
斗

　
右
は
後
藤
忠
兵
衛
殿
御
差
上
高
三
石
之
処
、
弐
石
九
斗
七
升
三
合
ニ
而
御
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毛
見
願
高
奉
申
上
候
処
、
此
度
御
本
図
（
２
）
壱
石
五
斗
ニ
相
直
候
分

一
、
同
高
壱
石
也

　
右
は
豊
田
十
四
郎
殿
御
差
上
高
七
石
弐
斗
四
升
弐
合
之
処
、
七
石
弐
斗
弐

　
升
八
合
御
毛
見
願
上
候
処
、
此
度
御
本
図
六
石
弐
斗
四
升
弐
合
ニ
相
直
り

　
候
分

当
高
合
弐
石
五
斗

　
　
此
御
毛
引
高

右
之
通
御
割
役
様
并
御
地
頭
様
方
へ
郷
人
出
府
御
伺
申
上
、
御
写
帳
拝
領
仕
、

右
御
差
上
高
ニ
向
御
毛
見
願
奉
申
上
候
処
、
此
度
御
本
図
御
渡
ニ
付
引
合
仕
候

所
、
右
之
通
御
引
戻
ニ
相
成
候
ニ
付
、
御
毛
引
高
拝
領
被
仰
付
分
之
内
右
弐
石

五
斗
ニ
相
当
る
分
御
引
上
ニ
相
成
可
申
、
当
惑
至
極
ニ
奉
存
候
、
依
之
御
時
節

柄
重
畳
恐
入
奉
存
候
得
共
、
無
拠
奉
願
上
候
間
、
何
卒
以
御
憐
愍
右
之
分
田
中

広
馬
殿
御
差
上
高
と
御
振
替
被
成
下
、
御
毛
引
高
御
目
録
通
御
取
扱
拝
領
被
仰

付
、
困
窮
之
御
百
姓
共
御
助
被
成
下
置
度
、
幾
重
ニ
も
奉
願
上
候
、
以
上

明
治
二
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
又
村
肝
煎
　
平
助

　
巳
十
一
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
仮
担
　
　
　
孝
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
村
長
百
姓
　
孝（
喜
太
郎
）

作

　
　
　 

貴
志
甚
之
助
殿

小
松
鉄
之
助
殿

渡
部
清
之
進
殿

（
１
） 

先
に
給
人
の
差
上
高
（
知
行
借
上
の
た
め
年
貢
が
藩
に
上
納
さ
れ
る
高
）
に
つ
い
て

藩
に
年
貢
減
免
を
願
い
出
て
認
め
ら
れ
た
が
、
う
ち
二
石
五
斗
が
差
上
高
か
ら
屋
敷

納
高
（
給
人
へ
年
貢
が
上
納
さ
れ
る
高
）
に
引
き
戻
さ
れ
た
た
め
、
そ
の
分
を
別
の

給
人
の
差
上
高
に
振
り
替
え
、
願
い
出
の
通
り
年
貢
減
免
を
得
ら
れ
る
よ
う
願
い
出

た
文
書
。

（
２
） 

御
本
図
＝
藩
が
各
村
に
対
し
、
そ
の
年
の
給
人
知
行
地
の
差
上
高
と
屋
敷
納
高
を
通

知
し
た
文
書
。「
従
来
知
行
禄
高
該
年
六
月
ま
で
に
当
年
の
割
合
、
即
ち
四
六
或
は

半
知
と
の
被
仰
渡
に
依
り
、
何
村
何
石
は
指
上
、
何
村
何
石
は
地
頭
納
と
区
分
し
た

る
帳
面
を
御
割
役
所
へ
差
出
す
。
御
割
役
所
に
て
之
を
統
割
す
。
勘
定
方
に
回
し
精

査
し
之
を
藩
の
金
庫
役
に
付
し
、
精
査
の
上
郡
方
へ
回
し
、
各
郡
村
に
其
村
高
誰
知

行
の
内
何
石
は
指
上
何
蔵
納
、
何
石
は
屋
布
納
と
区
分
し
た
る
書
付
を
渡
さ
る
。
之

を
「
御
本
図
」
と
云
ふ
。
又
府
人
の
内
に
も
屋
布
納
と
指
上
と
の
分
別
を
な
し
、
屋

布
納
の
分
は
近
村
は
直
々
士
家
に
納
む
。
遠
隔
仙
北
等
よ
り
は
各
村
に
組
代
を
立
て
、

之
が
取
立
を
な
さ
し
め
船
に
て
積
下
げ
、
蔵
宿
よ
り
送
り
状
を
付
し
屋
布
に
運
送
す
」

（『
秋
田
沿
革
史
大
成
』
下
、
一
五
六
頁
）。

【　

195　

五
升
備
米
員
数
の
届　
　

明
治
二
・
十
一　

】

　
　
　
　
乍
恐
以
書
附
奉
申
上
候

五
升
備
木
津
入

一
、
米
軽
升
七
拾
六
石
弐
斗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
又
村

　
　
内
五
拾
四
石
　
　
蒸
粃
米

　
　
同
廿
弐
石
弐
斗
　
籾
三
拾
七
石
　
但
し
六
合
挽
見
込

　
　
〆

右
之
通
当
村
五
升
備
、
御
取
調
書
上
仕
候
処
相
違
無
御
座
候
、
依
之
乍
恐
以

書
附
奉
申
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
又
村
肝
煎

明
治
二
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
助

　
巳
十
一
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
仮
担

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孝
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
長
百
姓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
太
郎

　
小
野
崎
甚
八
殿

　
　
　
明
治
二
巳
十
一
月
中
、
書
上
仕
候
事

【　

196　

調
達
米
割
合
に
つ
き
届
書　
　

明
治
二
・
十
一　

】

　
　
　
　
乍
恐
以
書
付
奉
申
上
候
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一
、
米
　
壱
石
五
斗
　
　
　
御
調
達
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
郎
兵
衛

一
、
同
　
壱
石
八
斗
　
　
　
御
担（
カ
）

　
　
〆

一
、
米
　
壱
石
弐
斗
　
　
　
御
調
達
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
右
衛
門

一
、
同
　
壱
石
五
斗
　
　
　
御
担

　
　
〆

一
、
米
　
壱
石
弐
斗
　
　
　
御
調
達
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
助

一
、
同
　
壱
石
五
斗
　
　
　
御
担

　
　
〆

一
、
米
　
九
斗
　
　
　
　
　
御
調
達
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
郎
兵
衛

一
、
同
　
壱
石
弐
斗
　
　
　
御
担

　
　
〆

一
、
米
　
壱
石
八
斗
　
　
　
御
調
達
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
郷
中

一
、
同
　
弐
石
壱
斗
　
　
　
御
担

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石

但
し
壱
石
八
斗
之
割
、
但
し
壱
斗
ニ
付
壱
斗
壱
升
七
合
ツ
ヽ

　
　
〆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

　
　
郷
符
割
合
左
之
通
り

一
、
米
　
三
斗
五
升
　
　
　
御
調
達
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孫
右
衛
門
　
ノ

一
、
同
　
四
斗
壱
升
　
　
　
御
担

　
　
〆

一
、
米
　
三
斗
五
升
　
　
　
御
調
達
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
兵
衛
　
ノ

一
、
同
　
四
斗
壱
升
　
　
　
御
担

　
　
〆

一
、
米
　
壱
斗
五
升
　
　
　
御
調
達
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
与
助
　
ノ

一
、
同
　
壱
斗
七
升
五
合
　
御
担

　
　
〆

一
、
米
　
壱
斗
　
　
　
　
　
御
調
達
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
庄
之
助
　
ノ

一
、
同
　
壱
斗
壱
升
七
合
　
御
担

　
　
〆

一
、
米
　
壱
斗
五
升
　
　
　
御
調
達
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
左
衛
門
　
ノ

一
、
同
　
壱
斗
七
升
五
合
　
御
担

　
　
〆

一
、
米
　
壱
斗
　
　
　
　
　
御
調
達
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
利
右
衛
門
　
ノ

一
、
同
　
壱
斗
壱
升
七
合
　
御
担

　
　
〆

一
、
米
　
壱
斗
　
　
　
　
　
御
調
達
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
郎
兵
衛
　
ノ

一
、
同
　
壱
斗
壱
升
七
合
　
御
担

　
　
〆

一
、
米
　
壱
斗
　
　
　
　
　
御
調
達
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
太
郎
　
ノ

一
、
同
　
壱
斗
壱
升
七
合
　
御
担

　
　
〆

一
、
米
　
壱
斗
　
　
　
　
　
御
調
達
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
太
郎
　
ノ

一
、
同
　
壱
斗
壱
升
七
合
　
御
担

　
　
〆

一
、
米
　
五
升
　
　
　
　
　
御
調
達
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
角
助
　
ノ

一
、
同
　
五
升
九
合
　
　
　
御
担

　
　
〆

一
、
米
　
五
升
　
　
　
　
　
御
調
達
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
右
衛
門
　
ノ

一
、
同
　
五
升
九
合
　
　
　
御
担

　
　
〆

一
、
米
　
五
升
　
　
　
　
　
御
調
達
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
利
左
衛
門
　
ノ

一
、
同
　
五
升
九
合
　
　
　
御
担

　
　
〆

一
、
米
　
五
升
　
　
　
　
　
御
調
達
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
助
　
ノ

一
、
同
　
五
升
九
合
　
　
　
御
担
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〆

一
、
米
　
五
升
　
　
　
　
　
御
調
達
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
右
衛
門
　
ノ

一
、
同
　
五
升
九
合
　
　
　
御
担

　
　
〆

一
、
米
　
五
升
　
　
　
　
　
御
調
達
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
門
右
衛
門
　
ノ

一
、
同
　
五
升
　
　
　
　
　
御
担

　
　
〆

十
一
月
廿
九
日

右
之
通
り
肝
煎
・
長
・
差
上
り
立
会
相
談
之
上
割
合
仕
候
事

【　

197　

三
又
村
石
高
・
租
税
・
戸
口
書
上　
　

明
治
二
・
十
一　

】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雄
勝
郡

当
高
五
百
三
拾
六
石
三
斗
八
升
七
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
又
村

内
三
百
八
石
弐
斗
壱
合
　
　
　
　
　
本
田

同
弐
百
廿
八
石
壱
斗
八
升
六
合
　
　
新
田

　
〆

内
三
拾
石
弐
斗
九
合
　
　
　
　
　
荒
・
川
欠
捨
り
高

同
弐
石
弐
斗
壱
升
　
　
　
　
　
　
休
高

　
　
〆

正
有
高
五
百
三
石
九
斗
六
升
八
合

　
　
　
此
租
税

一
、
物
成
米
三
百
弐
石
三
斗
八
升
壱
合
　
六
ツ
納

〃
〃
〃

一
、
小
役
銀
拾
三
貫
八
匁
四
分
弐
厘

　
此
銭
弐
千
弐
百
拾
壱
貫
四
百
三
十
壱
文

　
此
金
弐
百
廿
壱
両
拾
四
匁
三
分
壱
厘

一
、
戸
数
八
拾
四
軒

一
、
人
口
三
百
八
拾
六
人

一
、
馬
数
三
拾
三
疋

　
　
　
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
又
村
肝
煎

明
治
二
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
助

　
巳
十
一
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
仮
担

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孝
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
百
姓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
太
郎

　
小
野
崎
甚
八
殿

【　

198　

三
又
村
戸
口
修
正
願
書　
　

明
治
二
・
十
二　

】

　
　
　
　
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候

一
、
戸
数
四
軒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
又
村

一
、
人
口
六
人

右
之
通
り
先
日
書
上
仕
候
処
、
調
落
ニ
相
成
候
間
、
何
卒
先
日
差
上
候
書
上

江
御
取
纏
被
成
下
度
奉
願
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
又
村
肝
煎

明
治
二
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
助

　
巳
十
二
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
仮
担

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孝
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
百
姓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
太
郎

　
小
野
崎
甚
八
殿

十
二
月
廿
三
日
右
書
付
追
願
ニ
い
た
し
、
親
郷
取
纏
関
喜
内
殿
へ
当
村
郷
役
亀
六
を
以

さ
し
上
置
候
事

【　

199　

吉
郎
兵
衛
困
窮
に
つ
き
救
助
願
書　
　

明
治
三
・
一　

】

　
　
　
　
乍
恐
以
口
上
書
奉
願
上
候

私
儀
以
御
憐
愍
如
何
様
御
百
姓
立
罷
在
候
段
、
難
有
御
儀
ニ
奉
存
候
、
然
所
近
年
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諸
色
高
直
ニ
付
、
次
第
ニ
手
内
困
窮
ニ
罷
成
候
折
柄
、
去
ル
卯
年
ニ
親
父
病
死
、

其
節
私
十
三
歳
ニ
而
当
惑
仕
候
、
御
高
等
も
廿
石
余
も
御
座
候
所
、
近
年
不
足
ニ

相
成
拾
石
位
な
ら
て
無
之
、
右
之
内
も
書
入
（
１
）

等
ニ
致
、
殊
ニ
別
段
借
財
等
も

不
少
有
之
、
不
往
届
之
私
可
仕
様
無
御
座
、
親
類
相
談
之
上
其
節
よ
り
親
郷
肝
煎

養
助
殿
へ
も
願
申
上
、
御
用
米
銭
共
蒙
御
免
候
様
時
々
奉
願
上
候
処
、
旧
冬
又
々

御
用
被
仰
付
候
得
共
、
如
何
共
上
納
之
見
詰
無
御
座
恐
入
奉
存
候
、
御
時
節
柄
重

畳
恐
至
極
奉
存
候
へ
共
、
格
段
之
御
憐
愍
を
以
御
救
助
被
成
下
度
偏
ニ
奉
願
上
候

右
之
趣
乍
恐
何
分
宜
敷
様
被
仰
上
、
願
之
通
御
救
助
被
成
下
候
様
御
取
扱
被
成

下
度
、
幾
重
ニ
も
奉
願
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
又
村
　
　
吉
郎
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
村
親
類
　
門
右
衛
門

明
治
三
年

　
　
午
正
月

　
　
上

前
書
之
通
り
当
村
吉
郎
兵
衛
よ
り
手
内
困
窮
形
委
曲
書
取
を
以
奉
願
上
候
間
、

何
卒
以
御
憐
愍
、
当
人
願
之
通
り
御
取
扱
被
成
下
度
奉
願
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
又
村
肝
煎

明
治
三
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
助

　
　
午
正
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
仮
担

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孝
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
百
姓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
太
郎

　
小
野
崎
甚
八
殿

（
１
）
こ
こ
で
は
田
畑
を
借
金
の
担
保
に
す
る
こ
と
の
意
か
。

【　

200　

洪
水
被
害
に
つ
き
扶
助
願
書　
　

明
治
三
・
一　

】

　
　
　
　
乍
恐
以
口
上
書
奉
願
上
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
村

一
、
当
高
八
斗
七
升
三
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
備
高

右
御
田
地
之
儀
ハ
、
去
ル
安
政
六
未
年
当
村
川
原
地
御
出
高
ニ
御
座
候
処
、
去

巳
七
月
十
三
日
大
洪
水
ニ
付
、
御
用
木
流
込
候
ニ
付
、
御
田
地
莫
太
破
損
ニ
罷

成
迷
惑
至
極
ニ
奉
存
候
、
御
手
当
拝
領
被
仰
付
被
下
度
奉
願
上
候
処
、
為
酒
代

三
貫
文
被
下
置
候
得
共
、
間
似
合
不
申
候
ニ
付
、
御
手
代
江
御
返
上
申
上
、
別

段
米
弐
斗
代
も
拝
領
被
仰
付
被
下
度
趣
、
符
人
共
よ
り
願
出
ニ
御
座
候
間
、
何

卒
以
御
憐
愍
、
符
人
共
願
之
通
り
拝
領
被
仰
付
被
下
度
奉
願
上
候

右
之
趣
乍
恐
何
分
宜
敷
様
被
仰
付
、
願
之
通
り
被
仰
付
候
様
御
取
扱
被
成
下

度
奉
願
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
又
村
肝
煎

明
治
三
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
助

　
午
正
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
仮
担

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孝
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
百
姓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
太
郎

石
井
正
五
郎
殿

乍
恐
（
１
）

（
１
）
余
白
の
書
き
込
み
。

【　

201　

役
屋
へ
迷
惑
方
上
申
せ
る
事
実
な
き
旨
書
付　
　

明
治
三
・
二　

】

　
　
　
　
書
付
之
事

一
、
此
度
御
収
納
筋
ニ
付
御
出
府
願
申
上
、
入
料
分
前
わ
り
少
々
差
出
候
迷
惑

形
、
御
役
や
へ
申
上
候
事
壱
円
覚
無
御
座
候
、
依
而
書
付
ヲ
以
申
上
候
、
以
上

明
治
三
年
午
二
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
何
村

　
　
　
関
喜
内
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
肝
煎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
│
│
│

− 83 −

［翻刻］茂木久栄家資料「日記帳」（明治二年〜三年）



（25）

【　

202　

親
郷
選
定
の
趣
旨
に
つ
き
一
札　
　

明
治
三
・
二　

】

　
　
　
　
一
札
之
事

一
、
此
度
八
面
村
へ
親
郷
相
立
申
度
願
書
へ
名
印
差
出
候
心
得
ハ
、
全
ク
御
取
担

喜
内
親
方
不
服
之
筋
少
し
も
無
御
座
候
、
八
面
村
へ
親
郷
被
立
置
候
事
ニ
相
成

候
得
ハ
、
私
し
共
手
近
之
事
故
、
御
用
向
相
勤
候
ニ
勝
手
善（
宜
）敷

候
斗
り
思
へ
込
ミ
、

名
印
差
出
候
ニ
相
違
無
御
座
候
、
依
而
一
札
差
上
申
候
、
以
上

明
治
三
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
何
村

　
　
午
二
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
肝
煎

　
　
　
上
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
│
│
│

【　

203　

辛
労
免
高
・
覚
王
寺
領
書
上　
　

明
治
三
・
一　

】

一
、
当
高
　
廿
三
石
五
斗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
又
村
吉
郎
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辛
労
免
高

一
、
同
高
　
四
斗
五
升
弐
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
村
七
郎
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辛
労
免
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
但
し
卯
年
よ
り
巳
年
迄
三
ケ
年
引
継
休
高

一
、
同
高
　
四
斗
五
升
壱
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
村
伊
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
但
し
右
同
断
引
継
休
高
　
　
　
　
　
右
同
断

　
　
　
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
又
村

一
、
当
高
　
拾
石
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
覚
王
寺

右
は
当
村
三
宝
荒
神
堂
社
領
御
朱
印
高
、
雄
勝
郡
川
連
村
ニ
而
被
下
候
分

右
之
通
り
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
又
村

明
治
三
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
│
│
│

　
　
　
午
正
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
│
│
│

　
　
　
│
│
│

【　

204　

極
窮
人
家
内
人
数
書
上　
　

明
治
三
・
二　

】

　
　
　
　
乍
恐
以
書
附
奉
申
上
候

一
、　
家
内
三
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
善
左
衛
門

一
、　
同
六
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
吉

一
、　
同
三
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
右
衛
門

一
、　
同
八
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
左
衛
門

一
、　
同
弐
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
忠
治

一
、　
同
五
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
左
衛
門

一
、　
同
四
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
儀
兵
衛

一
、　
同
四
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
兵
衛

一
、　
同
五
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
益

一
、　
同
三
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勘
右
衛
門

一
、　
家
内
三
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勘
十
郎

一
、　
同
四
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仁
助

一
、　
同
四
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
治
兵
衛

一
、　
同
弐
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亀
蔵

一
、　
同
五
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仁
太
郎

一
、　
同
四
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
治

一
、　
同
六
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
兵
衛

一
、　
同
五
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
庄
左
衛
門

一
、　
同
六
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
十
郎

一
、　
同
四
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
蔵

一
、　
家
内
四
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
庄
三
郎

一
、　
同
三
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
作
右
衛
門

一
、　
同
三
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
左
衛
門

一
、　
同
三
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
惣
兵
衛

一
、　
同
三
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
兵
右
衛
門

一
、　
同
七
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
助
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一
、　
同
六
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杢
右
衛
門

一
、　
同
三
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
太
郎

一
、　
同
三
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
兵
衛

一
、　
同
四
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
左
衛
門

一
、　
家
内
五
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甚
兵
衛

一
、　
同
五
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
兵
衛

一
、　
同
弐
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仁
左
衛
門

一
、　
同
三
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
兵
衛

一
、　
同
三
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
源
太
郎

一
、　
同
五
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
作
兵
衞

一
、　
同
三
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勘
左
衛
門

一
、　
同
九
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孫
兵
衛

一
、　
同
弐
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
松

合
三
拾
九
軒

右
之
通
当
村
極
窮
人
取
調
書
上
仕
候
処
相
違
無
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
又
村
肝
煎

明
治
三
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
助

　
午
二
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
仮
担

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孝
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
百
姓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
太
郎

　
渡
部
敬
吉
殿

【　

205　

戊
辰
戦
争
の
軍
事
手
当
書
上　
　

明
治
三
・
二　

】

　
　
　
　
乍
恐
以
書
附
奉
願申

上
候

弐
一
、
金
子
　
四
拾
弐
両
也
　
　
　
　
　
　
　
　 

右
は
兵
火
焼
失
之
者
拾
四
軒
、
壱

軒
ニ
付
三
両
宛
被
下
置
候
分

壱
一
、
米
　
本
廻
し
　
拾
四
石
九
斗
壱
升
七
合
　 

右
は
御
軍
事
御
助
成
高
百
石
ニ
付

五
石
宛
被
下
置
候
分

三
一
、
同
　
同
　
拾
八
石
五
斗
六
升
四
合
　
　
　
右
は
兵
火
焼
失
之
者
拾
四
軒
へ
被

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
置
候
分

　
　
　
合

右
之
通
り
去
ル
辰
年
御
軍
事
ニ
付
御
手
当
被
下
置
候
処
相
違
無
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
又
村
肝
煎

明
治
三
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
助

　
　
　
午
二
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
担
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孝
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
村
長
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
太
郎

　
渡
部
敬
吉
殿

【　

206　

極
窮
人
手
当
書
上　
　

明
治
三
・
二　

】

一
、
御
救
助
米
人
数
廿
四
人

　
　
　
　
此
米
七
升
二
合
　
壱
日
分
但
し
壱
人
三
合
ツ
ヽ

　
　
　
日
数
十
八
日
　
二
月
廿
八
日
よ
り
三
月
十
五
日
迄

　
　
　
　
此
米
壱
石
弐
斗
九
升
六
合

一
、
安
米
人
数
七
拾
九
人

　
　
　
　
此
米
弐
斗
三
升
七
合
　
壱
日
分
壱
人
三
合
ツ
ヽ

　
　
　
日
数
十
八
日
　
二
月
廿
八
日
よ
り
三
月
十
五
日
迄

　
　
　
　
此
米
四
石
弐
斗
六
升
六
合

　
米
合
五
石
五
斗
六
升
弐
合

　
外
五
斗
五
升
六
合
　
搗
へ
り
斗
り
か
へ
共
壱
割
見
込

合
六
石
壱
斗
壱
升
八
合
　
如
何
様
郷
中
ニ
而
取
扱
往
届
候
分
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右
之
通
り
村
方
極
窮
取
扱
仕
候
分
書
上
仕
候
処
相
違
無
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
又
村

明
治
三
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
助

　
午
二
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
仮
担

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孝
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
長
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
太
郎

　
渡
部
敬
吉
殿

【　

207　

人
差
売
上
米
上
納
高
書
上　
　

明
治
三
・
三　

】

　
　
　
　
乍
恐
以
書
附
奉
申
上
候

米
拾
六
俵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仁
さ
し

一
、
七
拾
三
貫
六
百
文
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
郎
兵
衛

　
但
し
壱
俵
ニ
付
四
貫
六
百
文
ツ
ヽ
尻
打
（
１
）
上
納

同
拾
五
俵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

一
、
六
拾
九
貫
文
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
右
衛
門

同
拾
弐
俵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

一
、
五
拾
五
貫
弐
百
文
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
助

同
拾
俵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

一
、
四
拾
六
貫
文
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
郎
兵
衛

同
廿
五
俵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

一
、
百
拾
五
貫
文
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
郷
符

米
合
七
十
八
俵

〆
三
百
五
十
八
貫
八
百
文

右
之
通
り
去
巳
年
被
仰
付
候
仁
差
・
郷
符
共
御
売
上
米
、
無
残
尻
打
上
納
ニ

而
御
蔵
元
高
橋
利
兵
衛
（
２
）

殿
へ
上
納
仕
候
処
相
違
無
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
又
村
長
役

明
治
三
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
太
郎

　
午
三
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
門
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
与
助

　
渡
部
敬
吉
殿

（
１
） 

尻
打
＝
こ
こ
で
は
精
算
・
弁
済
の
意
。
各
種
の
上
納
金
・
料
金
に
つ
い
て
、
追
加
金
、

割
当
金
な
ど
様
々
な
意
味
で
用
い
ら
れ
る
。
徴
収
金
の
不
足
を
精
算
す
る
た
め
の
追

加
徴
収
を
尻
打
銭
と
呼
ぶ
例
が
あ
り
、
帳
尻
合
わ
せ
か
ら
き
た
語
か
。

（
２
）
川
連
村
の
豪
商
。

【　

208　

多
兵
衛
印
形
使
用
不
能
の
理
由
に
つ
き
上
申　
　

明
治
三
・
三　

】

　
　
　
　
乍
恐
以
書
附
奉
申
上
候

当
村
多
兵
衛
印
形
之
義
は
、
本
家
別
家
之
間
柄
ニ
付
懸
リ
合
之
訳
有
之
、
本
家
伊
兵

衛
よ
り
多
兵
衛
名
目
を
以
印
形
為
致
候
儀
不
相
成
趣
申
出
有
之
、
且
懸
リ
合
中
之
事

故
、
本
家
ニ
お
ゐ
て
茂
多
兵
衛
名
目
印
形
指
出
候
様
無
之
趣
申
出
ニ
付
、
印
形
為
致

可
申
様
無
御
座
候
、
依
而
私
共
よ
り
書
付
を
以
奉
申
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
又
村
長
百
姓

明
治
三
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
太
郎

　
午
三
月
十
四
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
門
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
与
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孫
右
衛
門

【　

209　

杉
木
拝
領
願
書　
　

明
治
三
・
四　

】

　
　
　
　
乍
恐
以
口
上
書
奉
願
上
候

郷
山
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一
、
杉
弐
本
　
但
し
三
尺
五
寸
廻
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
郷
中

東
福
寺
境

一
、
同
三
本
　
但
し
三
尺
廻
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
与
助

明
戸
田
そ
へ

一
、
同
壱
本
　
但
し
壱
尺
五
寸
廻
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
源
太
郎

　
　
合

右
之
通
り
拝
領
仕
度
願
出
ニ
御
座
候
間
、
何
卒
以
御
憐
愍
願
之
通
り
拝
領
被
仰

付
被
下
置
度
奉
願
上
候

右
之
趣
乍
恐
何
分
宜
敷
様
被
仰
上
、
願
之
通
り
拝
領
ニ
相
成
候
様
、
御
取
扱

被
成
下
度
奉
願
上
候
、
以
上

明
治
三
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
又
村
仮
肝
煎

　
午
四
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
長
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
太
郎

　
渡
部
糺
殿

【　

210　

毛
引
の
勘
定
に
つ
き
覚　

】

　
　
　
　
覚

一
、
当
高
九
石
四
斗
弐
升 

　
　
　
　
　
辛
労
免
高
御
さ
し
上

　
　
　
内
三
石
壱
斗
三
升
六
合
　
　
　 

当
毛
引
高

残
り
高
六
石
弐
斗
八
升
四
合

　
此
軽
升
四
石
九
升
弐
合
　
　
　
　
七
六
五

〃
〃
〃

【　

211　

年
貢
米
受
取
小
手
形　

】

　
　
　
　
覚

一
、
四
俵
と
五
升
九
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
撫
育
御
備
高

　
　
　
右
之
通
慥
ニ
預
置
申
候
、
以
上

丑
極
月
廿
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
升
取

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

十
右
衛
門

善
吉

　
　
三
又
村
肝
煎
殿

米
軽
升
四
石
弐
斗
壱
升
弐
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
備
高
　
運
送
共

　
　
　
此
俵
十
三
俵
弐
斗
壱
升
九
合

右
之
通
り
慥
ニ
預
置
、
上
納
之
上
本
手
形
引
替
可
申
候
、
以
上

と
ら
三
月
十
六
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
升
取

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
善
吉

　
　
　
　
　
三
又
村
肝
煎
殿

（
裏
表
紙
）

「
　
　
　
　
家
美
□
寿

　
　
　
　
　
文
右
衛
門

　
肝
煎
□
担

　
　
　
　
　
清
□
　
　
　
　
　
　
　
　
」
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